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Ⅰ　基本事項

１　計画の位置付け

２　掲載事業

３　計画の見直し

Ⅱ　実施事業

　この計画では、基本構想及び基本計画の政策、施策の体系に沿って、主な実施事業の
概要を示します。
　また、次に該当する事業については、事業区分欄に表記し、計画の効果的な推進を図
ります。

①重点事業
　基本計画の「重点的かつ横断的な取組」に係る事業及び当面する行政課題へ積極的
に対応するため重点的に取り組む事業

②市民活動推進事業
　事業効果を高めるために、特に「市民活動」の視点が重要と考えられる事業

③見直し検討事業
　事業の内容やあり方等の見直しをする事業及び見直しを検討する事業

　この計画は、第２次能代市総合計画（前期基本計画は平成３０年度から５年間）の
施策に関して、３０年度以降３年間の実施事業を示す第１期の実施計画です。
　実施計画では、事業の概要、実施期間、方向性、検証時期等を表し、事業費につい
ては、各年度の予算編成において調整することになります。
　また、基本計画の目標指標とその経年変化をグラフ化し、実施計画期間内の進捗状
況を表します。

　この計画では、予算の有無にかかわらず、基本計画の施策に係る主な事業を掲載し
ています。法律等に基づく国の制度や施設の維持補修等、義務的に実施する事業につ
いては、事業体系上必要なものを除き掲載していません。

　実施計画は、基本計画の目標指標の達成状況をもとに評価を行い、その結果を事業
展開等に反映させるため、基本計画の前期と後期で各２回見直しを行い、次期計画を
策定することとしています。
　次期計画を策定するまでの期間は、財政状況等を勘案しながら、社会情勢の変化や
新たな行政課題等へ対応するため、個々の実施事業について、必要に応じて追加、終
了、変更等の調整を行います。
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目標指標のグラフの見方及び「実施事業の概要」の説明

【基本計画の目標指標】

【実施事業の概要】

①　自然や食を堪能できる環境を整える

事業

区分 H30 H31 H32

指定管理 指定管理 指定管理 31.6
（新規） （検証）

重点

整備工事 備品購入 －
（終了）

管理運営 管理運営 2.6
（新規）

市民 実施 実施 実施 0.6
（検証）

管理 管理 管理 2.9
見直 （検証） （検証） （検証）

川の駅ふたつい管理運営事業【追加】 33年度に事業を検
証川の防災機能計画エリアと親水空間エリア整備

後の管理運営

指　　　　　標
ボランティアセンター登録者数

基準値 目標値（H34）
3,139人 3,300人

（H29年度）

指　　　　　標
商工業振興促進条例に該当する資源リサ
イクル関連新設・増設企業数（５カ年累
計）

基準値 目標値（H34）
1件 2件

（H28年度）

事　業　名
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)

実施予定年度

道の駅ふたつい管理運営事業 30年度から指定管
理により運営移転後の道の駅ふたついの管理運営

風の松原整備事業【変更】 30年度に事業を検
証し、31年度以降
も継続実施

白砂青松を感じられるエリアの造成

川の駅整備事業 整備後の管理運営
方法を検討カヌー艇庫建設工事、アクセス道整備工事、周

辺施設整備工事、歩道橋整備工事等

毘沙門憩の森管理事業 個別施設計画の策
定と合わせて検証自然を体感できる施設として、衛生環境や利便

性向上のための整備等

参考として平成31年度当初予算額を掲載 

10万円未満の端数は四捨五入 

ただし、事業費5万円未満は切り上げ 

３年間の事業の方向、見直しを検討

する内容や検証の時期等 

重点 重点事業 

市民 市民活動推進事業 

見直 見直し検討事業 

上段：実施の有無、年次計画、実施内容等 

下段：新規・終了・検証等の具体的な時期 

過去の実績と目標値をグラフで表

累計の目標指標は、H30年度実績値からの累

積となるため、グラフの起点となるH29年度は

便宜上ゼロ値としている 

グラフの横軸は、実績値を把握する年度 

実績年度と異なる場合は、カッコ書きで表示 

3,792 

3,168 
3,139 3,138 

2,500人 

3,000人 

3,500人 

4,000人 

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

3,300人 

（H26） 
1 

（H27） 
1 

（H28） 
1 1 

0件 

1件 

2件 

3件 

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

2件 

※H29以前は単年度実績 

追加・変更等があっ

た事業は網掛け表

示し、うち変更事業

は変更箇所を下線で

表示 
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（基本目標１　元気で魅力あるまち）

【基本構想の目指す姿】

○　地域の特性が活かされ、能代らしいまちづくりにつながること。
○　地域の資源が認識され、観光や特産品、市のイメージ向上に活かされること。
○　市の魅力が向上し、住み続けたいまち、暮らしたいまちになること。

【基本計画の目標指標】

【実施事業の概要】

①　市独自の特色あるまちづくりを展開する

事業

区分 H30 H31 H32

市民 実施 実施 実施 13.4
（拡大） （検証）

実施 実施 実施 6.5
（拡大） （検証）

実施 実施 実施 19.0
（拡大） （検証）

実施 実施 12.6
（検証） （検証）

実施 －
（検証）

実施 －
（検証）

実施 －
（検証）

30年度から新たに
バスケの日イベン
トを開催

百万円

バスケミュージアムの運営、バスケの街づくり市
民チャレンジ事業支援等の計画推進

宇宙のまちづくり推進事業【変更】 31年度以降もプロ
ジェクションマッ
ピングを継続実施

恋文商店街推進事業【終了】 31年度から恋文の
まちづくり推進事
業に統合

恋文すぽっときみまちの運営、恋文作品朗読公
演の開催等

きみまち阪活性化事業【終了】 31年度から恋文の
まちづくり推進事
業に統合

フォトコンテストの開催やきみまち恋文ギャラリー
の運営等

ロマンチックロード創造事業【終了】

51.2％ 60.0%
（H29年度）

七座山登山道の整備、パンフレット作成等

31年度から恋文の
まちづくり推進事
業に統合

毎年度事業を検証
恋文をテーマとしたまちづくりを実施、官民協働
による道の駅を核とした地域活性化の推進

銀河連邦交流、のしろ銀河フェスティバル、能
代宇宙イベントの実施等

バスケの街づくり推進事業

政策（１） 　地域資源を活かした特色あるまちづくり

指　　　　　標
能代市を他に誇れると思う市民の割合
（市民意識調査）

基準値 目標値（H34）

（H28年度）

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)

指　　　　　標
市への相談を経て移住した世帯数（５カ
年累計）

基準値 目標値（H34）
6世帯 25世帯

基準値 目標値（H34）

－ 50.0％

指　　　　　標
このまちが住みやすいと思う市民の割合
（市民意識調査）

地域おこし協力隊事業【変更】 31年度から移住分
野の隊員を新たに
募集

都市住民による新たな視点での地域資源を活
用した取組の推進や隊員による起業等の支援

恋文のまちづくり推進事業【追加】

20.0 

0.0%

50.0%

100.0%

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

50.0％ 

52.5 51.2 46.7 

0.0%

50.0%

100.0%

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

60.0％ 

（H27） 
2 

（H28） 
6 

（H29） 
21 

0世帯 

10世帯 

20世帯 

30世帯 

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

25世帯 

※H29以前は単年度実績 
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②　市の魅力を高め発信する

事業

区分 H30 H31 H32

実施 実施 実施 1.6
（検証）

③　移住やＵターンがしやすい環境を整える

事業

区分 H30 H31 H32
重点

実施 実施 （実施） 5.9
（検証）

重点

実施 実施 5.0
（新規）

実施 実施 5.0
（新規）

百万円

移住定住を支援するための情報提供や相談対
応、移住体験ツアー等の実施

若年世帯移住定住奨励事業【追加】 33年度に事業を検
証

百万円

県外から移住して定住する若年世帯の引越し、
住宅賃貸借の初期費用等を補助

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)

百万円

H31事業費

移住定住環境整備事業 31年度に事業を検
証

シティセールス推進事業 32年度に事業を検
証能代の魅力を発掘・創造し、市内外への情報発

信や宣伝活動等を実施

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

事 業 内 容

就業等移住支援事業【追加】 国の事業期間と合
わせて実施東京23区の居住者等が市内に移住し、起業や

指定中小企業へ就職した場合の支援

百万円

(当初予算)
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（基本目標１　元気で魅力あるまち）

【基本構想の目指す姿】

○　ボランティア等の活動がしやすく、団体等の交流や連携が進むこと。
○　自治会・町内会や団体等の活動が活発になり、地域の課題解決や身近なまちづくりにつな
　がること。
○　性別や国籍等にかかわらず、地域社会で活躍できること。

【基本計画の目標指標】

【実施事業の概要】

①　ＮＰＯやボランティアが活動しやすい環境を整える

事業

区分 H30 H31 H32

市民 実施 実施 実施 8.8
（検証）

市民 実施 実施 （実施） 1.8
（検証） （検証） （検証）

政策（２） 　みんなが参加し活躍する地域づくり

（H29年度）

指　　　　　標
女性就業率（市民意識調査）

基準値 目標値（H34）

指　　　　　標
自治会・町内会やボランティア活動など
市民活動に参加することを心がけている
市民の割合（市民意識調査）

基準値 目標値（H34）
37.3％ 50.0％

事業の方向等
H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)

市民活動支援センター事業【変更】 市民活動へのサ
ポート及び協働の
拠点として実施

百万円

市民活動を総合的に支援するための各種講
座、相談、コーディネート、地域リーダー育成等

事　業　名 実施予定年度

3,139人 3,300人

市民が主体的に取り組むコミュニティビジネスや
まちづくり活動への補助

指　　　　　標
自治会・町内会加入率

54.7％ 60.0％
（H29年度）

（H29年度）

（H28年度）

指　　　　　標
ボランティアセンター登録者数

基準値 目標値（H34）

指　　　　　標
市民活動支援センター登録団体数

基準値 目標値（H34）
70団体 80団体

基準値 目標値（H34）
77.9％ 80.0％

（H29年度）

市民まちづくり活動支援事業 審査会の意見等を
踏まえ制度内容を
毎年度検証

（H26） 
56 

（H27） 
63 

（H28） 
70 

（H29） 
74 

50団体 

60団体 

70団体 

80団体 

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

80団体 

3,792 

3,168 
3,139 3,138 

2,500人 

3,000人 

3,500人 

4,000人 

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

3,300人 

77.9 78.1 

76.0%

78.0%

80.0%

82.0%

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

80.0％ 

34.7 35.4 37.3 

32.0 

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

50.0％ 

54.7 55.1 

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

60.0％ 
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市民 実施 実施 実施 2.1
（検証）

②　地域づくりの活動を活性化する

事業

区分 H30 H31 H32

市民 実施 －
（終了）

市民 実施 実施 実施 3.4
（検証）

市民 実施 実施 実施 17.4
（検証）

（補助） （補助） （補助） －
（拡大） （検証）

補助 （補助） （補助） 9.0
（拡大） （検証）

（貸付） （貸付） （貸付） －

管理運営 管理運営 管理運営 16.5
見直 （検証） （検証） （検証）

実施 実施 実施 0.1
（終了）

③　男女共同参画や国際理解の意識を広める

事業

区分 H30 H31 H32

市民 実施 実施 実施 0.5
（検証）

実施 実施 実施 1.7
（検証）

④　人権意識や平和意識の向上を図る

事業

区分 H30 H31 H32

実施 実施 実施 0.5

実施 実施 実施 0.1

実施 実施 実施 0.2
戦没者追悼式・平和祈念式典開催事業 継続して開催
戦没者追悼・平和祈念式典の開催

人権擁護活動事業 継続して活動を支
援

百万円

人権擁護委員協議会の活動費への助成及び人
権啓発活動

保護司会活動促進事業 継続して活動を支
援保護司会の活動費への助成

百万円

地域課題の解決に取り組む地域リーダー等の
育成

地域づくり支援事業 32年度に事業を検
証まちづくり協議会等への支援

地域集会所の建設（新築・改築・購入・増築）へ
の補助

実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)

地域センター等管理運営事業 毎年度事業を検証
７箇所の地域センター及び出張所の管理運営、
地域住民の活動拠点として各種行事の開催等

地域集会所建設資金貸付事業 建設があれば制度
に基づき貸付を実
施

地域集会所の建設への貸付

地域協議会運営事業

H31事業費

32年度で地域自治
区の設置期間終了
予定

地域自治区である二ツ井地域に設置した地域
協議会の開催・運営

ボランティア養成等事業 32年度に事業を検
証ボランティアの登録・あっせん、相談・援助、活

動団体の連携、組織への支援等

実施予定年度
事業の方向等

事 業 内 容 (当初予算)

自治会・町内会活動支援事業 32年度に事業を検
証自治会・町内会の活動支援、会議の開催等

地域集会所修繕費補助等事業 30年度から補助率
等を拡大、修繕が
あれば補助

地域集会所の修繕への補助・原材料支給

地域集会所建設費補助事業 30年度から補助率
等を拡大、建設が
あれば補助

地域力向上人づくり事業【終了】 31年度から市民活
動支援センター事
業に統合

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)

男女共同参画社会推進事業 32年度に事業を検
証

百万円

男女共同参画社会の実現に向けた啓発活動等

日本語学習ふれあい交流事業 32年度に事業を検
証日本語講座、日本語指導ボランティア養成講座

の開催

事　業　名

事　業　名
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（基本目標１　元気で魅力あるまち）

【基本構想の目指す姿】

○　普段から健康を意識して生活し、生涯を通して健康でいられること。
○　身近で悩みごと等の相談ができ、心の健康が保たれること。
○　地域医療が維持され、必要なときに必要な医療が受けられること。

【基本計画の目標指標】

基準値 目標値（H34）
28.5％ 55.0％

（H28年度）

19.1％ 10.0％
（H29年度）

指　　　　　標
特定健康診査の受診率

（H27年）

指　　　　　標
喫煙率（市民意識調査）

基準値 目標値（H34）

指　　　　　標
自殺死亡率（人口10万人対）

基準値 目標値（H34）
33.0 県平均以下

基準値 目標値（H34）
462.3 400.0

（H27年）

58.6％ 70.0％
（H29年度）

指　　　　　標
がん死亡率（人口10万人対）

（H29年度）

指　　　　　標
心が健康だと思う市民の割合（市民意識
調査）

基準値 目標値（H34）

61.6％ 70.0％

政策（３） 　心豊かな暮らしを支える健康づくり

指　　　　　標
からだが健康だと思う市民の割合（市民
意識調査）

基準値 目標値（H34）
63.1 

56.6 
61.6 60.0 

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

70.0％ 

59.2 57.5 58.6 57.1 

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

70.0％ 

（H25） 
497.5 

（H26） 
484.9 

（H27） 
462.3 

（H28） 
534.9 

300.0

400.0

500.0

600.0

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

400.0 

21.2 

（H25） 

（H26） 
26.9 

（H27） 
33.0 

（H28） 
24.1 

0.0

20.0

40.0

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

県平均以下 

22.9 22.9 
19.1 19.0 

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

10.0％ 

（H26） 
28.1 

（H27） 
28.2 

（H28） 
28.5 

（H29） 
30.4 

20.0%

40.0%

60.0%

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

55.0％ 
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【実施事業の概要】

①　心の健康づくりと生活習慣改善の意識を広める

事業

区分 H30 H31 H32
重点

市民 実施 実施 実施 3.1
(検証)

重点

市民 実施 実施 実施 2.1
（検証）

重点

実施 実施 実施 3.4
（検証）

重点

実施 実施 実施 2.4
（検証）

重点

実施 実施 実施 2.4
（拡大） （検証）

②　疾病予防や早期発見の体制を整える

事業

区分 H30 H31 H32

実施 実施 実施 82.4
見直 （検証）
重点

実施 実施 実施 81.6
（検証）

実施 実施 実施 116.8

実施 実施 実施 2.3
（検証）

実施 実施 （実施） 3.4
（検証） （検証） （検証）

重点

助成 助成 6.2
（新規）

実施 実施 実施 8.0
（検証）

助成 助成 助成 6.2

実施 実施 実施 27.2

実施 実施 実施 9.1

実施 実施 実施 1.7

国保特定健康診査事業

脳ドック助成事業【追加】 33年度に事業を検
証脳血管疾患の早期発見・早期治療につなげる

ため、ドック検診費用を助成

事業の方向等
H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)

データヘルス推進事業 32年度に事業を検
証レセプトや健康診査情報等のデータ分析に基

づく効率的・効果的な保健事業を実施 （特別会計）

国保特定健康診査対策事業 制度に基づき実施
特定健診の制度周知、受診勧奨等による健診
受診率の向上対策 （特別会計）

国保特定保健指導事業 法律に基づき実施
国保特定健診の結果により、生活習慣改善が
必要な人に対して保健指導を実施 （特別会計）

歯周病検診事業 32年度に事業を検
証年齢により設定した対象者へ歯科健診の健診

料を助成する受診券を交付

国保健康診査助成事業 制度に基づき実施
国保加入者のがん検診等への助成

（特別会計）

(特別会計)

40歳以上の国保加入者の特定健診を実施

法律に基づき実施

健康教育・相談事業 30年度から健康づ
くりの人材育成等
を実施

地域での健康教育、健康相談、保健指導の実
施による健康づくりの推進

フッ化物洗口事業 毎年度事業を検証
年長児から中学３年生まで、歯質を強化し、永
久歯のむし歯を予防するフッ化物洗口を実施

健康チャレンジポイント事業 32年度に事業を検
証健康に関する活動、健診受診等にポイントを付

け、ダンクカード・もっくんカードのポイントと交換

健康推進員事業 32年度に事業を検
証地域のキーパーソンである健康推進員の育成と

推進員を通じた一般市民の健康意識の啓発

予防接種事業 法律に基づき実施
感染症予防のための個別予防接種を実施

保健センター健診事業 保健センターは34
年度までに廃止も
含めあり方を検討

百万円

特定健診及び事業所健診等の実施

がん対策強化推進事業 32年度に事業を検
証がん検診の実施及び広報、受診機会の確保、

受診勧奨等の検診受診率の向上対策

事　業　名 実施予定年度

「のしろ健康２１」推進事業【変更】 30年度に事業を検
証し、31年度以降
も継続実施

百万円

のしろ健康２１計画推進のため健康展等の開催
や、自殺予防活動団体への助成を実施

健康づくり運動推進事業 32年度に事業を検
証市民一人ひとりが自身の健康に関心を持ち、生

活習慣を改善するための支援を実施

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)
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実施 実施 実施 10.6

③　総合的な医療体制を確保する

事業

区分 H30 H31 H32

補助 補助 補助 3.4
（検証）

補助 補助 補助 37.4

実施 実施 実施 2.0
（検証）

負担 負担 負担 15.6

実施 実施 実施 0.4

④　効率的で利用しやすい医療体制を整える

事業

区分 H30 H31 H32
重点

助成 助成 助成 419.8
（拡大） （検証）

管理運営 管理運営 管理運営 5.8
見直 （検証） （検証） （検証）

制度に基づき実施後期高齢者健診事業
後期高齢者の健診を実施

福祉医療事業【変更】 31年度から、市民税
所得割非課税世帯の
高校生等まで助成対
象を拡大

百万円

乳幼児や小中学生、障がい者、ひとり親家庭の
児童等を対象に医療費の一部負担金を助成

市立診療所運営事業 檜山診療所は32年度
に廃止、個別施設計
画の策定と合わせて
あり方を検討

常盤診療所、檜山診療所、鶴形診療所、富根
診療所の運営

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)

能代厚生医療センター運営費補助事業 特別交付税を活用
し34年度まで補助能代厚生医療センターの運営費（救急医療・小

児医療）への補助

献血推進事業 継続して実施
献血協力者及び事業所への協力要請等

救急医療対策事業（広域負担金） 継続して負担
能代山本広域市町村圏組合で実施している休
日・夜間医療の体制確保のための補助

産科医等確保支援事業 32年度に事業を検
証

百万円

能代厚生医療センターにおいて、医師に支給
する分娩時間外手当への補助

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)

緩和ケア体制整備事業 32年度に事業を検
証緩和ケア体制整備に必要な人材育成の費用に

対する補助と補正具購入費補助
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（基本目標１　元気で魅力あるまち）

【基本構想の目指す姿】

○　スポーツを気軽に楽しめ、健康づくりや体力づくり、仲間づくりができること。
○　スポーツに取り組める環境があり、競技力が向上すること。
○　スポーツイベント等を通じて交流が広がり、地域の活性化につながること。

【基本計画の目標指標】

【実施事業の概要】

①　スポーツに親しめる環境を整える

事業

区分 H30 H31 H32
重点

市民 実施 実施 実施 0.1
（検証）

重点

実施 実施 実施 1.5
（検証）

実施 実施 実施 9.0
（検証）

市民 補助 補助 補助 0.5
（検証）

市民 実施 実施 （実施） －
（検証）

チャレンジデー開催費補助事業 32年度に事業を検
証チャレンジデー開催への補助

32年度に事業を検
証

学校体育施設開放事業
学校の体育館をスポーツ愛好団体に開放

生涯スポーツ推進事業【変更】 31年度に事業の再
編に向けた見直し

百万円

生涯スポーツのイベント・事業を関係団体と連携
して実施

スポーツ大会支援等事業 32年度に事業を検
証スポーツ大会開催費の補助、体育協会への補

助等

（H28年度）

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)

スポーツ推進委員活動等事業 32年度に事業を検
証スポーツ推進委員の活動及び研修

指　　　　　標
スポーツ施設年間利用者数

基準値 目標値（H34）
322,946人 350,000人

基準値 目標値（H34）
278人 300人

（H28年度）

50.4％ 60.0％
（H29年度）

指　　　　　標
優良競技者・団体表彰数（栄光賞）

政策（４） 　気軽に親しみ楽しめるスポーツ

指　　　　　標
週１回以上スポーツに親しんでいる市民
の割合（市民意識調査）

基準値 目標値（H34）

48.0 50.3 50.4 50.7 

40.0%

50.0%

60.0%

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

60.0％ 

（H26） 
295 

（H27） 
319 

（H28） 
278 

（H29） 
252 

0人 

200人 

400人 

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

300人 

335,872 

（H26） 

（H27） 
337,120 

322,946 

（H28） 

（H29） 
308,317 250,000人 

300,000人 

350,000人 

400,000人 

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

350,000人 
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②　競技スポーツの環境を確保する

事業

区分 H30 H31 H32

実施 実施 実施 8.1
（検証）

実施 実施 実施 1.2
（検証）

③　スポーツによる特色あるまちづくりを展開する

事業

区分 H30 H31 H32

実施 実施 実施 3.8
（検証）

補助 補助 補助 2.1
（検証）

補助 補助 補助 6.0
（検証）

④　スポーツ施設を効率的・効果的に運営する

事業

区分 H30 H31 H32

指定管理 指定管理 指定管理 188.1
見直 （検証）

負担 負担 負担 85.0

改修工事 改修工事 214.2
（着工） （終了）

市民 設計 工事 8.4
（新規） （着工）

落合テニスコート整備事業 30～31年度で改修
工事を実施全天候型テニスコートに改修

体育施設管理運営事業 長寿命化計画の策
定と合わせて31年
度に検証

百万円

体育館、野球場、テニスコート、陸上競技場等
の体育施設の管理運営及び改修

スポーツリゾートセンター運営事業（広域負担金） 継続して負担
能代山本広域市町村圏組合のスポーツリゾート
センター「アリナス」運営への負担

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)

グラウンドゴルフ場整備事業【追加】 33年度に供用開始
予定運動・スポーツの機会の創出による、市民の健

康づくり・生きがいづくりの推進

きみまちの里フェスティバル開催費補助事業 32年度に事業を検
証「きみまち二ツ井マラソン」等きみまちの里フェス

ティバル開催への補助

バスケの街づくり事業 32年度に事業を検
証

百万円

バスケットボール普及事業、バスケットボール大
会への補助、屋外リングボードの管理等

能代カップ高校選抜バスケットボール大会補助事業 32年度に事業を検
証能代カップ高校選抜バスケットボール大会への

補助

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)

スポーツ少年団育成等事業 32年度に事業を検
証

百万円

スポーツ少年団の育成支援及び選手派遣費の
補助、スポーツ指導者の養成等

全国大会等出場等褒賞事業 32年度に事業を検
証全国大会等出場の優良競技者・団体の表彰

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)
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（基本目標２　笑顔で人が輝くまち）

【基本構想の目指す姿】

○　結婚や出産を望む人が、希望を叶えられること。
○　地域で安心して子育てができ、子育てに喜びを感じられること。
○　地域住民と子どもの交流があり、子どもが心身ともに元気で健やかに成長すること。

【基本計画の目標指標】

【実施事業の概要】

①　結婚・出産・子育てを地域で支える

事業

区分 H30 H31 H32

市民 支援 支援 （支援） 0.6
（検証）

助成 助成 （助成） 0.4
（検証）

重点

助成 助成 （助成） 4.8
（拡大） （検証）

重点

実施 実施 実施 1.6
（検証）

実施 実施 （実施） 0.2
（検証） （検証） （検証）

重点

市民 実施 実施 実施 3.1
（拡大） （検証）

市民 実施 実施 （実施） 0.3
（検証） （検証） （検証）

保育所地域活動事業 毎年度事業を検証
市立保育所で行う地域住民との交流のための
行事等

能代すくすくまごころパス事業 毎年度事業を検証
子育て家庭が買い物時に協賛店から優待サー
ビスを受けられる認定パス事業の実施

認定こども園等地域活動事業 30年度から補助対
象に特色ある教
育・保育を追加

認定こども園・保育所で行う地域交流、異年齢
児交流、育児講座等への補助

不妊治療費助成事業 30年度から不育症
治療への助成にも
拡大

特定・一般不妊治療及び不育症治療への助成

めんchoco誕生事業 32年度に事業を検
証子どもの誕生記念品としてオリジナル絵本・木製

品等のプレゼント、父子健康手帳の交付

出会い創出支援事業 31年度に事業を検
証

百万円

独身男女の出会い創出につながるイベント等に
対する支援

あきた結婚支援センター会員登録料助成事業 31年度に事業を検
証あきた結婚支援センターへの会員登録料の助

成

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)

基準値 目標値（H34）
26.2％ 35.0％

（H29年度）

27.4％ 40.0％
（H29年度）

指　　　　　標
子育てを地域で支えあう雰囲気があると
思う市民の割合（市民意識調査）

（H28年）

指　　　　　標
子どもを生み育てやすいと思う市民の割
合（市民意識調査）

基準値 目標値（H34）

指　　　　　標
婚姻数

基準値 目標値（H34）
175件 200件

政策（１） 　地域や社会で支える子ども・子育て

（H26） 
170 

（H27） 
164 

（H28） 
175 

（H29） 
158 

0件 

200件 

400件 

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

200件 

27.1 27.4 
24.5 

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

40.0％ 

26.0 26.6 26.2 
20.7 

0.0%

20.0%

40.0%

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

35.0％ 
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市民 実施 実施 （実施） 3.0
（検証） （検証） （検証）

重点

市民 補助 補助 0.8
（新規） （終了）

重点

支援 支援 39.7
（新規）

②　子どもを生み育てやすい環境を整える

事業

区分 H30 H31 H32
重点

実施 実施 実施 2.4
（新規） （検証）

実施 実施 （実施） 9.3
（検証） （検証） （検証）

実施 実施 （実施） 6.1
（検証） （検証） （検証）

運営 運営 運営 189.2
見直 （検証） （検証） （検証）

実施 実施 （実施） 7.1
（検証） （検証） （検証）

給付 給付 給付 1,265.7

重点

支援 支援 支援 22.4
（拡大） （検証）

補助 補助 （補助） 1.2
（検証） （検証） （検証）

重点

補助 補助 （補助） 66.9
（検証） （検証） （検証）

重点

実施 実施 実施 20.8
（検証） 拡大

重点

助成 助成 助成 0.3
（新規） （検証）

実施 実施 （実施） 39.0

重点

実施 実施 2.4
（新規）

保育所等施設整備費補助金【追加】 各施設の整備計画
に応じて、国の補
助に基づき実施

保育所、認定こども園の施設整備に対する補助

病児保育事業 31年度から病児保
育への補助を定住
自立圏で実施

仕事等で病気の子どもの世話ができない場合
の子どもの医療機関での一時預かり

子育てファミリー支援事業 32年度に事業を検
証第３子以降の子が生まれた世帯への一時預かり

事業、病児保育事業等の利用料助成

給食費補助事業 毎年度事業を検証
認定こども園（幼稚園機能）を利用する場合の
給食費の全額又は一部を補助

法人保育所等特別保育補助事業 毎年度事業を検証
法人保育所等の延長保育、障がい児保育、一
時預かり保育、病児保育への補助

保育士等確保対策事業【追加】 33年度に事業を検
証待機児童の発生を防ぐため、保育士等を確保

する

子ども・子育て支援事業 法律に基づき給付
子ども・子育て支援新制度に基づく保育所、認
定こども園等の児童に係る保育費用の給付

すこやか子育て支援事業 30年度から第２子
以降の保育料助成
を拡大

認定こども園等に入所している児童の保育料等
を支援

市立保育所運営事業 第四保育所は34年度に廃
止、第一・二ツ井・きみ
まちは32年度までに民間
移管等の時期を検討

市立保育所及びへき地保育所の運営

一時保育事業 毎年度事業を検証
市立保育所における一時保育の実施

つどいの広場事業 毎年度事業を検証
親子の集いの場の提供、子育てに関する相談
等及び就学前児童の一時預かり

子育て世代包括支援センター事業 30年度中に開設 百万円

保健師等が専門的な見地から相談支援を実施
する等、切れ目のない支援体制を構築

H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)

子育て支援センター事業 毎年度事業を検証
子育てに関する相談指導・情報提供、子育て
サークル育成・支援等

子ども・子育て応援団体支援事業 32年度以降は県の
制度の動向を踏ま
え検討

子ども･子育て団体等が行う子育てを応援する
活動へ補助

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

結婚・誕生・入学の際のお祝い金の交付

33年度に事業を検
証

結婚・子育て祝い金事業【追加】

ファミリーサポートセンター事業 毎年度事業を検証
子育ての援助を受けたい人と行いたい人を会員
とした組織での助け合い
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③　子どもと母親の健康を保つ

事業

区分 H30 H31 H32

実施 実施 実施 32.5

実施 実施 実施 5.8

④　子どもを守り支える環境を整える

事業

区分 H30 H31 H32

実施 実施 実施 3.7

重点

実施 実施 実施 157.0
（拡大） （拡大） （検証）

重点

実施 実施 実施 8.3
（拡大） （検証）

⑤　ひとり親家庭の自立を支援する

事業

区分 H30 H31 H32

実施 実施 実施 1.7

給付 給付 給付 0.2

給付 給付 給付 1.2
（新規）

指定管理 指定管理 指定管理 20.1
（検証）

母子生活支援施設運営事業 31年度に32年度か
らの指定管理者を
選定

母子家庭等の保護と自立支援のため母子生活
支援施設を運営

母子・父子自立支援員配置事業 法律に基づき実施 百万円

母子・父子家庭等の相談業務等を行う自立支
援員を配置

母子家庭等自立支援教育訓練給付事業 制度に基づき給付
母子・父子家庭の母又は父が、指定教育訓練
講座等を修了した場合に経費の一部を給付

放課後子ども教室推進事業 30年度から図書室
等開放を全小学校
に拡大して実施

放課後・週末等の子どもの居場所づくりとして、
放課後子ども教室や週末活動等を実施

事　業　名 実施予定年度 事業の方向等 H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)

高等職業訓練促進給付事業 制度に基づき給付
母子・父子家庭の母又は父が、就職に有利な資
格を取得するため修学する場合に給付

放課後児童会運営事業【変更】 31年度にエアコ
ン・トイレを整備留守家庭児童の放課後等の活動の場として留

守家庭児童会を運営

家庭児童相談室運営事業 法律に基づき実施 百万円

家庭児童福祉に関する相談業務等を行う家庭
児童相談員を配置

事　業　名 実施予定年度 事業の方向等 H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)

母子保健事業 法律に基づき実施 百万円

妊婦保健指導、妊婦健康診査、母子健康教
育、母子訪問指導等の実施

乳幼児健康診査事業 法律に基づき実施
４カ月児等の健康診査、２歳児の歯科健康診査
の実施

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)
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（基本目標２　笑顔で人が輝くまち）

【基本構想の目指す姿】

○　子どもが良好な環境で学ぶことができ、子どもの個性や能力が伸びること。
○　学校が地域の活動の場として開かれ、家庭や地域と連携した教育が進むこと。
○　子ども一人ひとりが命の大切さを学び、人や社会との関わり方を身に付けられること。

【基本計画の目標指標】

【実施事業の概要】

①　教育環境を整える

事業

区分 H30 H31 H32

実施 実施 実施 146.7
（検証） （検証） （検証）

計画策定 計画策定 8.6
（新規） （終了）

実施 実施 実施 48.6
（拡大） （検証） （検証）

重点

実施 実施 実施 4.8
（拡大） （検証）

実施 実施 実施 3.2
（検証）

特別支援教育事業 30年度から幼児通
級指導教室数を増
やして実施

５歳児親子相談や特別支援教育アドバイザー
等による相談業務を行う

学校生活サポート事業 32年度に事業を検
証日本語が不自由な児童生徒に支援員を配置し

て支援

教育施設長寿命化計画策定事業 30～31年度で計画
を策定学校施設等の長寿命化に向けた個別計画を策

定

特別支援教育支援員設置事業 30年度から支援員
を増員して実施特別支援教育が必要な児童生徒がいる学校へ

支援員を配置

小中学校施設整備事業 個別施設計画の策
定と合わせて検証

百万円

小中学校校舎等の整備、設備の更新等

（H28年度）

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)

指　　　　　標
不登校児童・生徒の出現率

基準値 目標値（H34）
0.58％ 0.60％

基準値 目標値（H34）
3校 全小中学校

（H29年度）

69.3％ 70.0％
（H28年度）

指　　　　　標
コミュニティ・スクール数

（H29年度）

指　　　　　標
地域の行事に参加している児童・生徒の
割合

基準値 目標値（H34）

指　　　　　標
子どもが地区でのびのびと育っていると
思う市民の割合（市民意識調査）

基準値 目標値（H34）
50.2％ 60.0％

政策（２） 　次代を担う子どもを育てる学校教育

52.4 52.6 50.2 
52.7 

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値

60.0％ 

（H26） 
61.0 

（H27） 
65.1 

（H28） 
69.3 

（H29） 
62.6 

60.0%

65.0%

70.0%

75.0%

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

70.0％ 

3 3 

0校 

2校 

4校 

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

全小中学校 

（H26） 
0.79 

（H27） 
0.78 （H28） 

0.58 

（H29） 
0.72 

0.4%

0.6%

0.8%

1.0%

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

0.60％ 
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実施 実施 実施 1.1
（検証）

実施 実施 実施 13.8
（検証）

実施 実施 実施 38.2
（拡大） （検証）

実施 実施 実施 1.0
（検証）

開設 運営 運営 0.2
（新規） （検証）

実施 実施 3.2
（新規） （終了）

実施 －
（新規）

実施 実施 実施 47.5
（検証）

月額 一時金 一時金

貸与 貸与 貸与 50.1
（検証）

貸与 貸与 貸与 14.8
（検証）

重点

助成 助成 助成 1.1
（検証）

②　心豊かな子どもを育てる教育を進める

事業

区分 H30 H31 H32
重点

市民 実施 実施 実施 1.7
（検証）

重点

市民 実施 実施 実施 0.6
（検証）

市民 実施 実施 実施 0.2
（拡大）

実施 －
（終了）

③　基礎学力や基礎体力の向上を図る

事業

区分 H30 H31 H32
重点

実施 実施 実施 15.5
（拡大） （検証）

語学指導を行う外国青年招致事業 30年度から外国語
指導助手を増員し
て実施

百万円

児童生徒の英語力向上のため外国語指導助手
を配置

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)

モデルロケット教室開催事業【終了】 30年度をもって事
業を終了小学校6年生を対象として、宇宙に関する学習、

モデルロケット製作、打ち上げ体験授業を実施

コミュニティ・スクール事業【変更】 32年度から全小中
学校で実施予定保護者及び地域住民による学校運営協議会の

設置と制度の実施

特色ある教育活動推進事業 32年度に事業を検
証

百万円

小中学校の総合的な学習の時間等でさまざま
な体験活動等を実施

ふるさと教育事業 32年度に事業を検
証小中学校のふるさと学習活動を発表する交流会

等の開催

能代市奨学金返還助成事業 30年度から助成金
の交付を開始各種奨学金を借りた大学等の卒業者が、市内に

居住し、就労した場合に奨学金の返済を助成

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)

ふるさと人材育成・定住促進奨学金貸付事業【変更】 31年度から月額貸
与に代わり入学一
時金を貸与

能代山本地域の一定要件を満たす学生・生徒
に減免措置がある奨学金を貸与

奨学金貸付事業 奨学金返還助成事
業と合わせて検証経済的に修学が難しい優良な学生・生徒に奨

学金を貸与

小規模小学校統合事業 31年度に崇徳・鶴形小
が第五小へ、32年度に
朴瀬・竹生・常盤小が
向能代小へ統合

学校間の交流事業、閉校式典等の実施

常盤中学校統合事業 31年度に東雲中へ
統合学校間の交流事業、閉校式典等の実施

スクールバス運行等事業 学校統合に合わせ
て運行管理の方法
を見直し

小中学校のスクールバス運行及び教育バス等
の車両管理

中学校通級指導教室事業 30年度から中学校
に通級指導教室を
開設

比較的軽度の障がいがある生徒へ特別な指導
を行うための通級指導教室の開設・運営

教育用コンピュータ整備事業【変更】 31年度に電子黒板
等を整備学校教育用のコンピュータの整備

ブラスバンド用楽器整備事業 32年度に事業を検
証小中学校のブラスバンド用楽器の更新

情報学習支援員設置事業 32年度に事業を検
証教員に対し、デジタル教材の効果的な活用を支

援する情報学習支援員を配置

学校図書環境整備事業 32年度に事業を検
証学校図書の整備と学校図書支援員の配置
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重点

実施 実施 （実施） 1.4
（拡大） （検証）

実施 実施 実施 0.1
（検証）

実施 実施 （実施） 10.9
見直 （検証）

実施 実施 実施 1.1
見直 （検証）

④　子どもの心と体の健康を保つ

事業

区分 H30 H31 H32

実施 実施 実施 176.9
（検証） （検証） （検証）

実施 実施 実施 22.8
（検証） （検証） （検証）

実施 実施 実施 4.2
（検証）

実施 実施 実施 1.8
（検証）

実施 実施 実施 4.1
（拡大） （検証）

不登校児童生徒対策事業 30年度から中１
ギャップに対応す
る調査を実施

不登校対策として、適応指導教室を開設、不登
校保護者会を開催

心の教室相談員配置事業 32年度に事業を検
証小中学校に心の教室相談員を配置

教育相談員配置事業 32年度に事業を検
証教育に関する相談活動を行うため相談員を配

置、教育相談電話「風の子電話」を設置

(当初予算)

学校給食管理事業 毎年度事業を検証 百万円

小中学校で給食を実施

児童生徒等健康管理事業 毎年度事業を検証
児童生徒等の定期健診等

教育連携事業【変更】 32年度に事業を検
証教育の改善・連携を図るため、教育連携協定を

締結した豊島区と教員、生徒の交流等を実施

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容

英語指導力向上事業 32年度に事業を検
証英語担当教員の英語力及び指導力向上の研修

会等を実施

学校体育連盟等補助事業 中学校体育連盟統
合に合わせて見直
し

学校体育連盟・校長会・教育研究会等への補
助

小学校外国語活動支援員設置事業 30年度から支援員
を増員して実施小学校の外国語活動を支援するため外国語活

動支援員を配置
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（基本目標２　笑顔で人が輝くまち）

【基本構想の目指す姿】

○　学べる機会や環境があり、学んだ知識や技能、技術が、地域や社会に活きること。
○　文化・芸術の活発な活動により、人づくりや地域づくりにつながること。
○　民俗芸能や民俗行事等を通じて、世代間交流が進み、地域住民の結びつきが深まること。
○　地域の歴史や文化への理解が深まり、地域に愛着や誇りを持てること。

【基本計画の目標指標】

基準値 目標値（H34）
109,719人 120,000人

（H28年度）

348,857人 350,000人
（H28年度）

指　　　　　標
図書館利用者数

（H29年度）

指　　　　　標
社会教育施設年間利用者数（スポーツ施
設・図書館を除く）

基準値 目標値（H34）

指　　　　　標
地区の祭りや七夕・民俗芸能などへ参加
を心がけている市民の割合（市民意識調
査）

基準値 目標値（H34）
30.5％ 34.0％

基準値 目標値（H34）
3,388人 3,500人

（H28年度）

236団体 250団体
（H28年度）

指　　　　　標
自主学習グループ会員数

（H29年度）

指　　　　　標
自主学習グループ数

基準値 目標値（H34）

指　　　　　標
知識や特技を地区活動や行事で発揮する
ことを心がけている市民の割合（市民意
識調査）

基準値 目標値（H34）
19.8％ 25.0％

政策（３） 　地域や社会に活かす生涯学習・文化

16.3 15.8 
19.8 

12.7 

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

25.0％ 

（H26） 
240 （H27） 

231 

（H28） 
236 

（H29） 
236 

220団体 

240団体 

260団体 

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

250団体 

（H26） 
3,503 

（H27） 
3,474 （H28） 

3,388 

（H29） 
3,441 

3,300人 

3,400人 

3,500人 

3,600人 

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

3,500人 

27.2 
30.4 30.5 

28.3 

20.0%

30.0%

40.0%

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

34.0％ 

（H26） 
344,110 

341,610 

（H27） 

（H28） 
348,857 

（H29）
342,709 

320,000人 

340,000人 

360,000人 

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

350,000人 

（H26） 
90,115 

（H27） 
114,806 

（H28） 
109,719 

（H29）
110,233 

50,000人 

100,000人 

150,000人 

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

120,000人 

※H27（H26実績）は5月から集計 
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【実施事業の概要】

①　地域の活動につながる学習環境を整える

事業

区分 H30 H31 H32

市民 実施 実施 実施 1.4
（検証）

市民 実施 実施 実施 2.2
（検証） （検証） （検証）

実施 実施 実施 6.3
（検証） （検証） （検証）

実施 実施 実施 0.3
（検証）

②　青少年の健全な成長を支える

事業

区分 H30 H31 H32

実施 実施 実施 0.2
（検証）

実施 実施 実施 0.5
（検証）

実施 実施 実施 0.7
（検証）

実施 実施 実施 0.8
（検証）

実施 実施 実施 0.8
（検証）

③　伝統文化の保存・継承活動を支援する

事業

区分 H30 H31 H32

市民 支援 支援 支援 0.9
（検証）

管理運営 管理運営 管理運営 1.2
見直 （検証）

④　文化・芸術の振興を支援する

事業

区分 H30 H31 H32

実施 実施 実施 3.4
（検証）

指定管理 指定管理 指定管理 74.8
（検証） （検証） （検証）

市民文化振興事業 32年度に事業を検
証

百万円

文化芸術団体等の発表等への補助等

文化会館管理運営事業 33年度に34年度か
らの指定管理者を
選定

文化会館の管理運営

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)

民俗芸能等振興事業 32年度に事業を検
証

百万円

民俗芸能団体への活動支援

伝承ホール管理運営事業【変更】 長寿命化計画の策
定と合わせて31年
度に検証

二ツ井伝承ホールの管理運営

成人式運営事業 32年度に事業を検
証実行委員会を組織して成人式を運営

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)

青少年健全育成事業 32年度に事業を検
証青少年健全育成のための活動への支援、子ど

もまつり事業への補助等

読書活動推進事業【変更】 30年度に事業を検
証し、31年度以降
も継続実施

能代市子ども読書活動推進計画に基づき講座
開催や読書記録ノートの配布等

家庭教育支援事業 32年度に事業を検
証

百万円

乳幼児から思春期までの子どもを持つ保護者等
を対象にした家庭教育関係講座の開催等

のしろＤＥマナブゥ事業 32年度に事業を検
証ふるさとへの愛着を育むため、能代の歴史、産

業、風土に関する体験活動の実施

社会教育関係団体等支援事業 32年度に事業を検
証連合婦人会等の活動費への助成

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)

子ども館活動事業 毎年度事業を検証
プラネタリウム投映、科学実験講座の開催等

生涯学習推進事業 32年度に事業を検
証

百万円

学習者の活動支援、学習者と地域をつなぐ場の
提供等

公民館等活動事業 毎年度事業を検証
家庭・少年・青年・成人・高齢者教育のための講
座開催等

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)

19



改修 改修 改修 174.2
（終了）

⑤　文化財や歴史資料を調査・保存する

事業

区分 H30 H31 H32

実施 実施 実施 1.0
（検証） （検証） （検証）

実施 実施 実施 0.8

管理運営 管理運営 管理運営 0.7
（検証）

実施 実施 実施 16.3
（検証）

⑥　社会教育施設を効率的・効果的に運営する

事業

区分 H30 H31 H32

管理運営 管理運営 管理運営 72.8
見直 （検証）

指定管理 指定管理 指定管理 7.7
（検証）

指定管理 指定管理 指定管理 8.9
（検証）

エレベーター 屋根・外壁等

改修工事 改修工事 管理運営 108.8
（検証）

管理運営 管理運営 管理運営 13.1
（検証）

管理運営 管理運営 管理運営 6.3
見直 （検証）

指定管理 指定管理 指定管理 55.8
（検証） （検証） （検証）

施設整備 管理運営 管理運営 17.1
（新規） （検証） （検証）

図書館管理運営事業【変更】 能代・二ツ井地域
の２館の管理運営
のあり方を検討

市立図書館の管理運営

二ツ井地域図書館整備等事業【変更】 31年度に管理運営
のあり方について
検討

二ツ井町庁舎に図書館を整備し管理運営

サン・ウッド管理運営事業 長寿命化計画の策
定と合わせて31年
度に検証

生涯学習施設サン・ウッド能代の管理運営

杉ホールひびき管理運営事業 長寿命化計画の策
定と合わせて31年
度に検証

仁鮒地区の生涯学習の拠点である杉ホールひ
びきの管理運営

子ども館管理運営事業 30～31年度に改修
工事子ども館の管理運営

長寿命化計画の策
定と合わせて31年
度に検証

働く婦人の家管理運営事業
働く婦人の家の管理運営

公民館管理運営事業【変更】 活動困難になった二
ツ井公民館分館につ
いて統廃合を検討

百万円

中央公民館、地区公民館及び分館の管理運営

勤労青少年ホーム管理運営事業 長寿命化計画の策
定と合わせて31年
度に検証

勤労青少年ホームの管理運営

檜山安東氏城館跡保存管理事業 32年度に事業を検
証国指定史跡である檜山安東氏城館跡の保存管

理

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)

文化財保護事業 毎年度事業を検証 百万円

文化財保護・活用のための調査・管理等

埋蔵文化財調査事業 法律に基づき実施
開発行為等に係る遺跡調査のための試掘調査
等

個別施設計画の策
定と合わせて31年
度に検証

木材産業史資料を収蔵・展示する井坂記念館
の管理運営

井坂記念館管理運営事業【変更】

文化会館改修事業 32年度で改修工事
終了予定大・中ホール音響機器改修工事、大・中ホール

照明設備改修工事等

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)
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（基本目標２　笑顔で人が輝くまち）

【基本構想の目指す姿】

○　高齢になっても住み慣れた家庭や地域で、健康でいきいきと自立した生活ができること。
○　高齢者が知識と経験を生かして、社会に参加し、生きがいや地域の活力につながること。
○　介護等が必要になったときに、必要なサービスや援助を受けられること。

【基本計画の目標指標】

【実施事業の概要】

①　高齢者が活躍できる環境を整える

事業

区分 H30 H31 H32

実施 実施 実施 3.9
（検証）

実施 実施 実施 4.8
（検証）

支援 支援 支援 10.1
（検証）

実施 実施 実施 2.0
（検証）

青空デイサービス事業 32年度に事業を検
証高齢者の生きがいづくりや介護予防のための軽

易な農作業体験等の実施 (特別会計)

敬老会事業 30年度から地区開
催の支援方法を統
一

高齢者の長寿と健康をお祝いする敬老会の実
施

高齢者雇用対策事業 32年度に事業を検
証シルバー人材センターの運営に対する支援等

事業の方向等
H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)

老人クラブ社会活動促進事業 32年度に事業を検
証

百万円

老人クラブ活動の支援

4,336件 6,500件
（H28年度）

事　業　名 実施予定年度

（H28年度）

指　　　　　標
地域包括支援センター相談件数

基準値 目標値（H34）

指　　　　　標
高齢者の生きがいと健康づくり事業参加
者数

基準値 目標値（H34）
5,115人 5,000人

基準値 目標値（H34）
45.7％ 50.0％

（H29年度）

79.1％ 80.0％
（H29年度）

指　　　　　標
自治会・町内会や老人クラブ・ボラン
ティア活動など、市民活動に参加するこ
とを心がけている高齢者の割合
（市民意識調査）

政策（４） 　地域で活躍する元気な高齢者

指　　　　　標
高齢者人口に対する自立高齢者率

基準値 目標値（H34）

79.4 79.4 79.1 79.1 

78.0%

80.0%

82.0%

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

80.0％ 

44.5 
49.6 

45.7 

32.0 

30.0%
35.0%
40.0%
45.0%
50.0%
55.0%
60.0%

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

50.0％ 

（H26） 
3,889 

（H27） 
4,434 

（H28） 
5,115 

（H29） 
4,997 

0人 

5,000人 

10,000人 

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

5,000人 

（H26） 
3,955 

（H27） 
5,582 （H28） 

4,336 

（H29） 
4,414 

2,000件 

4,000件 

6,000件 

8,000件 

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

6,500件 
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②　高齢者の地域生活を支援する

事業

区分 H30 H31 H32

市民 実施 実施 実施 6.5
（検証）

市民 補助 補助 （補助） 2.2
見直 （検証） （検証） （検証）

実施 実施 実施 8.6
（検証）

実施 実施 実施 10.0
（拡大） （検証）

実施 実施 実施 0.5
（拡大） （検証）

実施 実施 実施 15.6
（検証）

実施 実施 （実施） 2.8
見直 （検証）

実施 実施 実施 0.7
（検証）

実施 実施 実施 0.6
（検証）

実施 実施 実施 0.4
（検証）

実施 実施 実施 43.4
（検証）

検討 （実施） 0.2
（新規）

③　介護予防を行う

事業

区分 H30 H31 H32

実施 実施 実施 0.5
（検証）

実施 実施 実施 89.6
（拡大） （検証）

実施 実施 実施 87.6
（検証）

実施 実施 実施 88.2
（検証）

ごみ出しが困難な高齢者を支援するため、ごみ
を玄関前からごみ集積所まで運搬

31年度中に制度の
あり方等を検討

高齢者ごみ出し支援事業【追加】

30年度に市内２カ
所から４カ所に拡
大し民間委託

介護予防、相談業務等を行う地域包括支援セ
ンターの運営及び市による監督等の実施 (特別会計)

訪問介護事業 介護保険事業計画
の策定と合わせて
検証

事業対象者、要支援認定者に対して旧介護予
防訪問介護を実施 (特別会計)

通所介護事業 介護保険事業計画
の策定と合わせて
検証

事業対象者、要支援認定者に対して旧介護予
防通所介護を実施 (特別会計)

(当初予算)

高齢者の健康意識向上事業 32年度に事業を検
証

百万円

高齢者の健康増進の日を設定し、白濤亭、保坂
福祉会館、ゆっちゃん、おとも苑を無料開放

家族介護用品支給事業 32年度に事業を検
証介護する家族におむつ等の購入費を助成

(特別会計)

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容

地域包括支援センター運営事業

訪問理容サービス事業 32年度に事業を検
証寝たきり高齢者等に理容師や美容師を派遣し理

容等のサービスを実施

高齢者住宅改修助成事業 32年度に事業を検
証介護、支援が必要な高齢者の居宅整備のため

の助成

高齢者外出支援サービス事業【変更】 31年度中に事業の
あり方の見直しを
検討

一般の交通機関利用が困難な高齢者の通院時
等の送迎（二ツ井地域のみ）

はり・きゅう・マッサージ施術助成事業 32年度に事業を検
証はり・きゅう・マッサージの施術費を助成

高齢者雪下ろし費用助成事業 30年度から排雪費
用を含め上限額を
２万円に引上げ

高齢者のみで構成される非課税世帯等の住宅
屋根の雪下ろしと作業後の排雪費用を助成

元気・交流２００円バス事業 32年度に事業を検
証高齢者の交通対策のため、満６５歳以上の市民

に１乗車上限２００円で乗車できる乗車証を交付

緊急通報装置・ふれあい安心電話事業 32年度に事業を検
証一人暮らし等で生活不安のある高齢者に緊急

通報装置の貸与とふれあいコールを実施

軽度生活援助事業【変更】 31年度から新たに
援助提供事業者等
を拡大

高齢者世帯の除雪・草取りなど、日常生活上の
軽易な作業を援助

地域福祉活動補助事業 毎年度検証し、対
象事業・補助率の
見直しを検討

ボランティア団体等が行う高齢者等の福祉の増
進のための事業に福祉基金を活用して補助

(当初予算)

地域支え合い高齢者等見守り事業 高齢者福祉計画の
策定時に事業を検
証

百万円

巡回相談員の配置による、民生委員や自治会
等と連携した高齢者の見守り強化

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容

22



実施 実施 実施 24.8
（検証）

実施 実施 実施 1.7
（検証）

実施 実施 実施 4.3
（検証）

実施 実施 実施 17.0
（検証）

実施 実施 実施 2.7
（検証）

重点

実施 実施 実施 3.3
（検証）

④　介護保険・高齢者医療制度を適正に運用する

事業

区分 H30 H31 H32

実施 実施 実施 7,436.8

実施 実施 実施 1.9
（検証）

実施 実施 実施 0.1
（検証）

実施 実施 実施 0.2
（検証）

負担 負担 負担 760.1

⑤　高齢者福祉施設を適正に管理する

事業

区分 H30 H31 H32

管理運営 管理運営 管理運営 18.5
（検証）

管理運営 管理運営 管理運営 23.1
（検証）

指定管理 指定管理 指定管理 134.2
（検証）

指定管理 指定管理 指定管理 6.1
（検証）

指定管理 指定管理 指定管理 3.8
（検証）

個別施設計画の策
定と合わせて31年
度に検証

保坂福祉会館管理運営事業
保坂福祉会館の管理運営

老人憩の家管理運営事業 個別施設計画の策
定と合わせて31年
度に検証

老人憩の家の管理運営

養護老人ホーム管理運営事業 個別施設計画の策
定と合わせて31年
度に検証

養護老人ホーム「松籟荘」の管理運営

在宅医療・介護連携推進事業 32年度に事業を検
証医療・介護関係相談窓口の実施や在宅医療等

に関する住民周知等 (特別会計)

生活支援体制整備事業 32年度に事業を検
証生活支援コーディネーターや関係団体等の協

議体によるサービス提供体制の整備 (特別会計)

高齢者ふれあい交流施設管理運営事業 31年度に事業を検
証し、その後の運
営形態を検討

百万円

高齢者ふれあい交流施設「ゆっちゃん」の管理
運営

能代ふれあいプラザ・高齢者友愛センター管理運営事業 個別施設計画の策
定と合わせて31年
度に検証

在宅福祉及び交流促進等の複合施設であるサ
ンピノ及び高齢者友愛センターの管理運営

後期高齢者医療給付事業（広域連合負担金） 制度に基づき負担
秋田県後期高齢者医療広域連合が実施する後
期高齢者医療制度の医療給付費の負担等

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)

(当初予算)

介護保険給付事業 制度に基づき実施 百万円

介護保険制度の居宅・施設等の介護サービス
給付等 (特別会計)

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容

高齢者の生きがいと健康づくり事業 32年度に事業を検
証高齢者の介護予防や社会参加促進のための生

きがいづくり・健康づくり等の講座等の開催 (特別会計)

食の自立支援事業 32年度に事業を検
証調理が困難な高齢者の安否確認及び栄養管理

のための配食サービスの実施 (特別会計)

地域自立生活支援事業 32年度に事業を検
証調理が困難な高齢者（要介護者）の安否確認及

び栄養管理のための配食サービスの実施 (特別会計)

介護予防支援事業 32年度に事業を検
証訪問介護、通所介護、配食サービス等を利用す

る方のケアプランを作成 (特別会計)

認知症高齢者支援事業 32年度に事業を検
証認知症高齢者が住み慣れた地域で暮らせるよう

支援する認知症サポーターの養成等 (特別会計)

介護予防把握事業 32年度に事業を検
証支援を要する方を早期に把握し、適切な支援を

行い、要介護状態になることを予防 (特別会計)

通所型介護予防事業 32年度に事業を検
証短期集中予防事業として複合的な介護予防教

室や運動器機能向上教室の開催 (特別会計)
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指定管理 指定管理 指定管理 4.5
見直 （検証）

デイサービスセンター等管理事業 東デイサービスセ
ンターは32年度に
廃止

緑町、東、能代ふれあい各デイサービスセン
ター、緑町グループホームの管理運営
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（基本目標２　笑顔で人が輝くまち）

【基本構想の目指す姿】

○　地域住民やボランティア、福祉関係団体が連携できていること。
○　障がいがあっても社会参加でき、住み慣れた家庭や地域で自立した生活ができること。
○　社会保障制度が整っていて、安心して日常生活を送れること。

【基本計画の目標指標】

【実施事業の概要】

①　地域福祉ネットワークを構築する

事業

区分 H30 H31 H32

補助 補助 補助 20.5
（検証） （検証） （検証）

支援 支援 支援 15.3

策定 策定 3.4
（新規）

地域福祉計画策定事業【追加】 30～31年度の2カ
年で策定高齢者、子ども、障がい者等に関する包括的な

支援を推進する計画の策定

社会福祉協議会補助事業 毎年度事業を検証 百万円

社会福祉協議会の公益事業の運営に対する補
助

民生委員・児童委員支援事業 継続して支援
民生委員・児童委員の活動に対する支援

（H29年度）

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)

指　　　　　標
公共施設等のバリアフリー化の６項目ク
リア率

基準値 目標値（H34）
18.3％ 22.3％

基準値 目標値（H34）
14.1％ 20.0％

（H29年度）

2.46％ 2.7％
（H28年度）

指　　　　　標
障がいのある人も社会参加できる環境が
整っていると思う市民の割合（市民意識
調査）

（H28年度）

指　　　　　標
事業所における障がい者雇用率（能代山
本）

基準値 目標値（H34）

指　　　　　標
市の障がい者計画に基づき入所施設から
地域生活へ移行する人数（H18年度から
の累計）

基準値 目標値（H34）
30人 42人

政策（５） 　自立した暮らしを支える社会福祉・社会保障

（H26） 
27 

（H27） 
29 

（H28） 
30 

（H29） 
31 

20人 

30人 

40人 

50人 

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

42人 

（H26） 
2.32 

（H27） 
2.29 

（H28） 
2.46 

（H29） 
2.72 

2.0%

2.5%

3.0%

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

2.7％ 

14.3 15.5 14.1 
13.2 

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

20.0％ 

15.9 17.9 18.3 19.4 

10.0%

20.0%

30.0%

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

22.3％ 
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②　障がい者の自立や地域生活を支援する

事業

区分 H30 H31 H32

実施 実施 実施 1,343.6

実施 実施 実施 102.2

実施 実施 実施 0.7

実施 実施 実施 15.4

実施 実施 実施 0.2
（検証）

実施 実施 実施 4.7
（検証）

実施 実施 実施 0.1
（検証）

実施 実施 実施 0.2
（拡大） （検証）

実施 実施 実施 53.7

支援 支援 （支援） 0.2
（検証） （検証） （検証）

指定管理 指定管理 指定管理 33.8
（検証） （検証） （検証）

③　国民健康保険・国民年金制度を適正に運用する

事業

区分 H30 H31 H32

実施 実施 実施 4,051.3

実施 実施 実施 －
年金相談員設置事業 継続して実施
厚生年金等に関する請求・相談業務等を行うた
めに年金相談員を配置

国民健康保険給付事業 制度に基づき実施 百万円

国民健康保険加入者の疾病への療養給付等

(特別会計)

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)

在宅障がい者支援施設運営事業 32年度に33年度か
らの指定管理者を
選定

地域生活支援センター事業や障がい者お出か
け交流事業含む「とらいあんぐる」の管理運営

障がい児通所支援事業 制度に基づき実施
障がい児通所施設への通所に対する給付

すこやか療育支援事業 毎年度事業を検証
児童発達支援の利用に係る助成

障がい者雪下ろし費用助成事業 30年度から排雪費
用を含め上限額を
２万円に引上げ

障がい者のみで構成される世帯の住宅屋根の
雪下ろしと作業後の排雪費用を助成

障がい者外出支援事業 32年度に事業を検
証重度障がい者の外出支援のためのタクシー料

金助成等

障がい者除雪援助事業 32年度に事業を検
証障がい者の除雪作業を援助

障がい福祉団体等補助事業 32年度に事業を検
証障がい者団体等の事業に対する補助

障がい児自立支援医療事業 制度に基づき実施
育成医療にかかる扶助

障がい者補装具支給事業 制度に基づき実施
補装具にかかる扶助

障がい福祉サービス等給付事業 制度に基づき実施 百万円

居宅介護、生活介護、施設入所支援、自立訓
練、就労継続支援等

障がい者自立支援医療事業 制度に基づき実施
更生医療にかかる扶助

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)
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④　生活困窮者の自立を支援する

事業

区分 H30 H31 H32

実施 実施 実施 1,463.3

実施 実施 実施 10.4

(当初予算)

生活保護事業 制度に基づき実施 百万円

生活困窮者からの保護相談を受けて、生活状
況を把握の上、生活扶助をはじめ保護費を支給

生活困窮者自立相談支援事業 制度に基づき実施
生活保護に至る前段階の自立支援強化を図る
相談・支援窓口の設置

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容
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（基本目標３　豊かで活力あるまち）

【基本構想の目指す姿】

○　地域資源の利活用により、産業の創出や関連企業の立地につながること。
○　能代港や高速道路等の利活用により、地域に活気が出ること。

【基本計画の目標指標】

【実施事業の概要】

①　再生可能エネルギー関連産業を創出する

事業

区分 H30 H31 H32
重点

実施 実施 3.3
（検証） （検証）

重点 ビジョン

策定等 －
（拡大）

重点

実施 －
（検証）

②　資源リサイクル関連産業を創出する

事業

区分 H30 H31 H32

実施 実施 （実施） 0.1
（検証） （検証） （検証）

実施 実施 （実施） －
（検証） （検証） （検証）

リサイクルポート推進事業 毎年度事業を検証 百万円

リサイクルポート能代港の利活用に向けた、国・
県及び民間団体等と連携した情報収集等

バイオマスタウン構想推進事業 毎年度事業を検証
能代市バイオマスタウン構想推進のためのバイ
オマス利活用の調査研究等

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)

次世代エネルギー導入促進事業【追加】 毎年度事業を検証 百万円

再生可能エネルギ及び水素を中心とした次世
代エネルギーの研究や導入促進

次世代エネルギー研究事業【終了】 31年度から次世代
エネルギー導入促
進事業に統合

次世代エネルギーとして期待される水素エネル
ギーの活用を中心とした研究や勉強会の開催

再生可能エネルギー導入促進事業【終了】 31年度から次世代
エネルギー導入促
進事業に統合

百万円

再生可能エネルギーの導入促進及び次世代エ
ネルギービジョンの作成

（H27年）

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)

指　　　　　標
能代港の取扱貨物量（能代火力発電所専
用桟橋を除く）

基準値 目標値（H34）
353,655ｔ 450,000ｔ

基準値 目標値（H34）
1件 2件

（H28年度）

68,650kW 158,000kW
（H28年度）

指　　　　　標
商工業振興促進条例に該当する資源リサ
イクル関連新設・増設企業数（５カ年累
計）

政策（１） 　地域特性を活かした産業創出

指　　　　　標
再生可能エネルギー導入量

基準値 目標値（H34）

（H26） 
24,570 

（H27） 
28,550 

（H28） 
68,650 

（H29） 
76,803 

0kW

100,000kW

200,000kW

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

158,000kW 

（H26） 
1 

（H27） 
1 

（H28） 
1 

（H29） 
1 

0件 

1件 

2件 

3件 

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

2件 

※H29以前は単年度実績 

（H25） 
449,966 （H26） 

397,621 
（H27） 

353,655 （H28） 
307,162 

200,000t

400,000t

600,000t

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

450,000ｔ 
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③　能代港利活用の環境を整える

事業

区分 H30 H31 H32
重点

実施 実施 実施 3.7
（検証） （検証） （検証）

負担 負担 負担 7.0

実施 実施 実施 1.1
（検証）

みなと祭り補助事業 32年度に事業を検
証港をＰＲするためのイベント開催への補助

能代港利活用促進事業 能代港ビジョンの
方向性に沿って実
施

百万円

港湾利活用促進のための情報収集及び企業訪
問活動等

能代港改修事業（県事業負担金） 継続して負担
県が実施する重要港湾改修事業への負担

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)
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（基本目標３　豊かで活力あるまち）

【基本構想の目指す姿】

○　新たな企業立地や起業により、良質な雇用の機会が増えること。
○　地元企業の活性化が進み、雇用創出等の効果を発揮できること。
○　商店街に人が集まり、交流やにぎわいが生まれ、街に活気があること。

【基本計画の目標指標】

【実施事業の概要】

①　企業誘致や既存企業の活性化を進める

事業

区分 H30 H31 H32
重点

実施 実施 実施 29.2
（拡大） （検証）

指定管理 指定管理 指定管理 11.6
（検証） （検証） （検証）

補助 補助 補助 5.9
（検証）

補助 補助 補助 3.0
（検証）

補助 補助 補助 0.5
（検証）

秋田杉の里二ツ井まつり補助事業 32年度に事業を検
証二ツ井地域の産業振興のためのＰＲイベント等

に対する補助

商工会議所・商工会補助事業 32年度に事業を検
証能代商工会議所及び二ツ井町商工会の事業等

への補助

のしろ産業フェア補助事業 32年度に事業を検
証地域産業の振興を図るためのＰＲイベント等に

対する補助

企業誘致推進事業【変更】 31年度から雇用奨
励金の交付対象を
定住自立圏に拡大

百万円

新規企業立地や誘致済企業へのフォローアッ
プの強化、企業誘致セールスポイントの構築等

能代工業団地等管理運営事業 個別施設計画の策
定と合わせて検証能代工業団地、能代工業団地交流会館、二ツ

井工業用地の管理

（H28年度）

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)

指　　　　　標
空き店舗利活用件数（５カ年累計）

基準値 目標値（H34）
5件 10件

基準値 目標値（H34）
39.4％ 50.0％

（H28年度）

12人 30人
（H28年度）

指　　　　　標
新規学校卒業者就職率（能代山本）

（H28年度）

指　　　　　標
創業者数（５カ年累計）

基準値 目標値（H34）

指　　　　　標
商工業振興促進条例に該当する新設・増
設企業数（５カ年累計）

基準値 目標値（H34）
2件 12件

政策（２） 　雇用とにぎわいを生み出す商工業

（H26） 
3 

（H27） 
2 

（H28） 
2 

（H29） 
6 

0件 

10件 

20件 

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

12件 

※H29以前は単年度実績 

（H26） 
1 

（H27） 
8 

（H28） 
12 

（H29） 
17 

0人 

20人 

40人 

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

30人 

※H29以前は単年度実績 

（H26） 
41.5 

（H27） 
36.9 

（H28） 
39.4 

（H29） 
44.1 

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

50.0％ 

（H26） 
3 

（H27） 
3 

（H28） 
5 

（H29） 
12 

0件 

5件 

10件 

15件 

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

10件 

※H29以前は単年度実績 

30



実施 実施 実施 424.6
（検証）

重点

補助 （補助） （補助） 2.1
（拡大） （検証） （検証）

重点

支援 支援 支援 2.0
（検証）

②　起業しやすい環境を整える

事業

区分 H30 H31 H32
重点

支援 支援 支援 6.6
（検証）

重点

実施 実施 実施 3.7
（検証）

③　若者を中心に雇用の場を確保する

事業

区分 H30 H31 H32
重点

支援 支援 支援 3.1
（検証）

重点

実施 実施 実施 1.1
（検証）

重点

実施 実施 実施 1.1
（検証）

④　にぎわいある商店街づくりを支援する

事業

区分 H30 H31 H32

支援 支援 支援 2.0
（検証） （拡大） （検証）

実施 実施 0.7
（終了）

実施 実施 実施 11.2
（検証）

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)

商店街にぎわい創出モデル事業【変更】 終了年度を31年度
まで延長商店街等で行う集客力の高い継続発展のある

事業への支援

空き店舗流動化支援事業【変更】 30年度に事業を検
証し、31年度以降
も継続実施

空き店舗取得者・賃借者への改装費等の補助、
賃貸者への固定資産税相当額の補助

商店街活性化対策事業【変更】 31年度から補助上
限額を引き上げ

百万円

商店街振興組合等が実施する商店街振興及び
活性化に対して支援

労働対策事業 32年度に事業を検
証市内企業見学バスツアーの実施や企業・業種

ガイダンスを含む企業のＰＲ等

就業資格取得支援事業 32年度に事業を検
証

百万円

就業機会の拡大に資する国家資格及び国家検
定取得に要する経費を助成

デュアルシステム事業 32年度に事業を検
証就職希望の高校３年生等を地元就職・定着に結

び付けるための地元企業での職業実習等

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)

起業・新商品開発等支援事業 32年度に事業を検
証

百万円

起業や新商品開発、異業種参入、販路開拓、
地域資源活用等による商品開発に助成

創業等サポート事業 32年度に事業を検
証創業塾の開催、専門の相談員を配置した創業

等相談窓口の開設等

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)

地元企業人材育成支援事業 30年度から民間資
格を補助対象に追
加

商工業振興促進条例等に掲げる市内事業所の
従業員が資格取得に要した経費への補助

伝統的工芸品等後継者育成支援事業 32年度に事業を検
証伝統的工芸品等の後継者育成のため、人件費

の助成等を実施

中小企業融資あっせん事業 32年度に事業を検
証事業資金を必要とする中小企業者への融資

あっせん等
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（基本目標３　豊かで活力あるまち）

【基本構想の目指す姿】

○　観光による交流やにぎわいが生まれ、地域に活気があること。
○　豊かな自然や特色ある伝統行事、食文化等、地域資源の魅力により、来訪者の満足度が高
　まること。
○　観光やイベントの情報発信が行き渡り、地域のイメージが高まること。

【基本計画の目標指標】

【実施事業の概要】

①　自然や食を堪能できる環境を整える

事業

区分 H30 H31 H32

支援 支援 （支援） 41.2
（検証） （検証） （検証）

重点 外構工事

施設整備 －
（終了）

指定管理 指定管理 指定管理 31.6
（新規） （検証）

重点

整備工事 備品購入 －
（終了）

管理運営 管理運営 2.6
（新規）

市民 実施 実施 実施 0.6
（検証）

観光団体等支援事業 毎年度事業を検証

指　　　　　標
観光客入込客数

基準値 目標値（H34）

観光・特産品を活用し、魅力あるサービスを提
供する道の駅の移転整備

風の松原整備事業【変更】
白砂青松を感じられるエリアの造成

（H29年度）

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)

川の駅ふたつい管理運営事業【追加】 33年度に事業を検
証川の防災機能計画エリアと親水空間エリア整備

後の管理運営

百万円

観光協会の運営や物産振興等への支援

道の駅ふたつい整備事業【終了】 移転オープン後は
指定管理により運
営

30年度に事業を検
証し、31年度以降
も継続実施

指　　　　　標
豊かな自然や特色ある郷土料理など、他
に誇れる観光資源があると思う市民の割
合（市民意識調査）

基準値 目標値（H34）
41.8％ 50.0％

基準値 目標値（H34）
113,733人 148,000人
（H28年）

（H28年）

指　　　　　標
宿泊客数

政策（３） 　豊かな自然や伝統・文化を活かした観光

道の駅ふたつい管理運営事業 30年度から指定管
理により運営移転後の道の駅ふたついの管理運営

川の駅整備事業 整備後の管理運営
方法を検討カヌー艇庫建設工事、アクセス道整備工事、周

辺施設整備工事、歩道橋整備工事等

1,564,437人 1,660,000人

（H26） 
1,741,141 （H27） 

1,656,159 
（H28） 

1,564,437 
（H29）

1,497,605 1,400,000人 

1,600,000人 

1,800,000人 

2,000,000人 

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値

1,660,000人 

（H26） 
124,682 

（H27） 
108,960 

（H28） 
113,733 

（H29） 
140,913 

100,000人 

120,000人 

140,000人 

160,000人 

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

148,000人 

40.8 40.6 
41.8 

37.5 

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

50.0%

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

50.0％ 
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基本設計 実施設計 1.2

管理 管理 管理 2.8
見直 （検証）

管理 管理 管理 0.7
見直 （検証）

改良工事 22.7
（新規）

②　滞在型観光の受入体制を整える

事業

区分 H30 H31 H32
重点

実施 実施 実施 9.7
（検証）

実施 実施 実施 25.4
（検証）

指定管理 指定管理 指定管理 18.3
（検証） （検証） （検証）

重点

実施 実施 24.0
（終了）

市民 実施 実施 実施 0.5
（検証）

管理 管理 管理 4.9
見直 （検証） （検証） （検証）

③　観光客を呼び込む情報発信を行う

事業

区分 H30 H31 H32
重点

実施 実施 実施 11.0
（拡大） （検証）

重点

実施 実施 実施 2.6
（拡大） （検証）

重点

負担 負担 19.5
（新規） （検証）

④　交流が広がるイベントや行事を支援する

事業

区分 H30 H31 H32

支援 支援 支援 11.5
（検証）

事　業　名

広域的に観光地域づくりやインバウンド誘客に
取り組む「あきた白神DMO」への負担金

滞在型等観光推進事業 32年度に事業を検
証

百万円

スポーツ・文化合宿等への補助及び周遊ルート
の構築等

事 業 内 容 (当初予算)

仁鮒水沢スギ植物群落保護林遊歩道整備事業 30年度に改良工事
学術資源・観光資源である仁鮒水沢スギ植物群
落保護林の遊歩道改良

毘沙門憩の森管理事業

実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

風の松原いこいの広場整備事業【追加】 32年度から県の補
助事業を活用して
整備予定

学習・交流機能やボランティア団体の活動拠点
の整備

観光イベント等支援事業 32年度に事業を検
証

百万円

能代役七夕、おなごりフェスティバル、港まつり
能代の花火等への補助

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)

観光プロモーション事業【変更】 31年度にＰＲ大使
の今後のあり方の
検討

百万円

観光ガイドブック及びポスターの作製、物産展
等への出展、誘客宣伝活動等

広域観光推進事業【変更】 32年度に事業を検
証能代山本圏域及び五能線沿線観光のＰＲ、北

前船関連事業の推進等

地域連携ＤＭＯ負担金事業【追加】 毎年度事業を検証

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)

大館能代空港利用促進事業 32年度に事業を検
証大館能代空港の利用促進及び需要拡大のため

の活動

旧料亭金勇魅力向上促進事業 31年度で事業を終
了屋根・外壁等改修工事の実施

グリーン・ツーリズム推進事業 32年度に事業を検
証農家民泊を含めた体験型の教育旅行等の受入

体制整備等

観光施設管理事業 個別施設計画の策
定と合わせて検証温泉の管理、観光自転車の推進等

旧料亭金勇管理運営事業 個別施設計画の策
定と合わせて検証観光交流施設「旧料亭金勇」の管理運営

郷土の森管理事業 個別施設計画の策
定と合わせて30年
度に検証

ふたつい白神郷土の森の休憩所、トイレ、展望
台の維持管理

個別施設計画の策
定と合わせて30年
度に検証

自然を体感できる施設として、衛生環境や利便
性向上のための整備等
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市民 実施 実施 実施 20.6
（検証）

誘致等 誘致等 誘致等 4.0
（検証）

本因坊戦誘致等事業 32年度に事業を検
証本因坊戦及び本因坊に関連する記念大会の招

致活動と開催に対する補助

天空の不夜城推進事業 32年度に事業を検
証２基大型七夕の組立・解体・補修費等
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（基本目標３　豊かで活力あるまち）

【基本構想の目指す姿】

○　地元産の農産物や加工品の市場評価が高まり、産地として確立すること。
○　農業が魅力的な職業として成り立ち、若い人を中心に農業の担い手が増えること。
○　農業の生産性が高まり、経営の強化につながること。

【基本計画の目標指標】

【実施事業の概要】

①　安全・安心な米と野菜の産地化を図る

事業

区分 H30 H31 H32

補助 補助 補助 0.1
（検証）

補助 補助 補助 59.3
（検証）

売れる米づくり支援事業 32年度に事業を検
証

百万円

有機や特別栽培等に取り組む販売農家への機
械導入費等への支援

（H28年度）

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)

戦略作物の産地拡大や複合経営に取り組む農
業者の農業機械・施設導入費に対して助成

県の動向を踏まえ
32年度に事業を検
証

農業夢プラン事業

指　　　　　標
担い手農地集積率

基準値 目標値（H34）
57.7％ 60.0％

基準値 目標値（H34）
21法人 25法人

（H28年度）

18人 50人
（H28年度）

指　　　　　標
農業法人数

（H28年度）

指　　　　　標
新規就農者数（５カ年累計）

基準値 目標値（H34）

指　　　　　標
戦略作目５品目の生産出荷額

基準値 目標値（H34）
1,665百万円 2,000百万円

政策（４） 　力強く持続する農業

（H26） 
1,110 

（H27） 
1,426 

（H28） 
1,665 

（H29） 
1,758 

1,000百万円 

1,500百万円 

2,000百万円 

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

2,000百万円 

（H26） 
12 

（H27） 
20 

（H28） 
18 

（H29） 
38 

0人 

20人 

40人 

60人 

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

50人 

※H29以前は単年度実績 

（H26） 
18 

（H27） 
20 

（H28） 
21 

（H29） 
24 

15法人 

20法人 

25法人 

30法人 

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

25法人 

（H26） 
55.9 

（H27） 
56.1 

（H28) 
57.7 

（H29） 
58.3 

50.0%

55.0%

60.0%

65.0%

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

60.0％ 
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補助 補助 補助 4.6
（検証）

補助 補助 補助 1.9
（検証）

重点

補助 補助 補助 60.0
（拡大） （拡大） （検証）

重点

補助 補助 補助 33.2

重点

実施 実施 実施 7.5
（検証）

重点

実施 実施 実施 1.5
（検証）

実施 実施 実施 0.6
（検証）

重点

実施 実施 実施 0.8
（検証）

②　農産物の付加価値を高め販路を拡大する

事業

区分 H30 H31 H32
重点

実施 実施 実施 0.8
（検証）

実施 実施 実施 0.7
（検証）

重点

実施 実施 実施 5.4
（検証）

実施 実施 実施 0.6
（検証）

実施 実施 実施 0.2
（検証）

重点

実施 実施 2.7
（新規）

③　農業の担い手を育成する

事業

区分 H30 H31 H32
重点

支援 支援 支援 3.1
（検証）

重点

支援 支援 支援 4.8
新規就農者等研修支援事業 毎年度研修生を募

集

ねぎ産地ＰＲ事業【追加】 33年度に事業を検
証

地元で働こう新規就農支援事業 32年度に事業を検
証

百万円

新卒者等を雇用した農業法人等に対する助成
並びに新規就農者に対する研修助成等

32年度に事業を検
証

H31事業費

北限の茶「檜山茶」の保存及び栽培面積拡大に
向けた取組への支援

ねぎ産地として市の魅力向上を図るためのＰＲ
活動

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

(当初予算)事 業 内 容

農業体験や地産地消協力店の登録等による食
育活動及び地産地消活動の推進

ねぎ等の主要作物の農業技術を学ぶための農
業技術センター等での研修に対する支援

電解水素水を用いた野菜栽培の生育比較や成
分分析等により、農業利用への可能性を調査

６次産業化推進事業 32年度に事業を検
証６次産業化を推進する農家や地元企業への設

備投資等への支援

農産物直売所等活性化事業 32年度に事業を検
証

百万円

直売団体の組織強化と生産技術向上、加工品
開発に向けたアドバイザーによる支援

農産物販路拡大対策事業 32年度に事業を検
証

食育・地産地消推進事業 32年度に事業を検
証

地域農業資源（檜山茶）保存事業

畑作技術振興事業 32年度に事業を検
証野菜・花き生産農家の生産技術向上のための

農業技術センターでの栽培実証等

農家支援活動事業 32年度に事業を検
証農家の要望に応じ、戸別訪問による農業施策活

用の支援等

首都圏でのＰＲ活動並びに販売、取引先との交
流等

畑作等拡大総合支援事業 31年度から支援枠
を更に拡大戦略作物の生産拡大に対する助成と畑作物全

般に対して必要な機械等の導入支援

ネットワーク型園芸拠点整備事業 33年度で事業を終
了園芸メガ団地周辺に新たな園芸拠点（サテライト

型の団地）整備への支援

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)

新規作物共同研究事業 32年度に事業を検
証秋田県立大学との共同研究によるベリー類の栽

培普及活動並びに市場開拓活動

次世代農業可能性調査事業 32年度に事業を検
証

能代みょうが産地維持対策事業 32年度に事業を検
証みょうが根茎腐敗病の防除剤の購入に対する助

成、新植及び改植支援

稲作病害虫防除対策事業 32年度に事業を検
証病害虫の発生防止のための無人ヘリの一斉防

除に対して助成
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支援 －
（終了）

重点

補助 補助 補助 1.0
（検証）

支援 支援 支援 46.6

支援 支援 （支援） 116.4
（検証）

補助 補助 10.4
（新規）

重点

方針策定 2.0
（新規）

④　農業生産を効率化する

事業

区分 H30 H31 H32

補助 補助 補助 5.7

負担 負担 負担 124.8

補助 補助 補助 0.3
（検証）

補助 補助 補助 1.8

負担 負担 負担 6.3
（終了）

負担 負担 負担 3.6

負担 負担 負担 7.0
（検証）

⑤　農地を保全する

事業

区分 H30 H31 H32

支援 支援 （支援） 4.6
（検証）

支援 支援 （支援） 246.0
（検証）

実施 実施 実施 8.9
（検証）

農業経営力向上支援事業【終了】 30年度から県農業
公社が直接支援す
る仕組みに変更

法人化と法人同士の統合等、農業経営の法人
化への支援

農業法人確保・育成事業 32年度に事業を検
証新設された農業法人の活動経費等に対する支

援

農業次世代人材投資事業 制度に基づき支援
就農初期段階の青年就農者への支援

戦略作物生産拡大基盤整備促進事業 32年度に事業を検
証県が実施する畑地かんがい用揚水機設備の更

新事業への負担

鳥獣被害（農作物）防止対策事業 32年度に事業を検
証ニホンザルやツキノワグマ等による農作物の被

害を防止するための捕獲や追い上げを実施

中山間地域等直接支払交付金事業 国の制度の見直し
に合わせて検証

百万円

農業生産条件が不利な中山間地域の農地保全
等のための活動に対する支援

多面的機能支払交付金事業 国の制度の見直し
に合わせて検証農地・農業用水等の資源の保全と質的向上を

図るための活動組織の共同活動等を支援

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)

ため池等整備事業 34年度で事業終了
予定県が実施するため池等整備事業への負担

土地改良施設維持管理適正化事業 32年度に事業を検
証土地改良施設の適正管理、受益農家の負担軽

減のための設備整備への補助

国営造成施設管理体制整備事業 34年度で事業終了
国営で造成された農業水利施設を管理する土
地改良区への補助

33年度で補助終了 百万円

利用農家の負担軽減及びカントリーエレベー
ターの利用率向上のための助成

県営ほ場整備事業（県事業負担金） 継続して負担
県が実施するほ場整備事業への負担

カントリーエレベーター利用向上対策補助事業

基幹水利施設ストックマネジメント事業 32年度で整備終了
県が実施する基幹的な農業水利施設の長寿命
化事業への負担

機構集積協力金事業 31年度以降は国の
動向により見直し農地中間管理機構を活用した担い手への農地

の集積に対する支援

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)

農業技術センター機能強化事業【追加】 31年度中に方針策
定建物の更新と機能拡張による畑作振興の拠点

化

強い農業・担い手づくり総合支援事業【追加】 33年度に事業を検
証経営基盤確立のため、必要な農業用機械・施設

の導入を支援
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補助 補助 補助 0.7
（新規） （検証）

補助 補助 補助 1.5
（新規） （検証）

実施 実施 2.7
（新規） （検証）

農地利用最適化交付金【追加】 32年度に事業を検
証農業委員会等の活動への報酬上乗せによる、

農地利用最適化の推進

農地・農業用施設災害復旧支援事業【追加】 32年度に事業を検
証災害により被害を受けた農地及び農業用施設

の復旧に対する補助

土地改良区区域拡大支援事業【追加】 32年度に事業を検
証新たに区域を拡大した土地改良区の初期の事

務的経費等に対する補助
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（基本目標３　豊かで活力あるまち）

【基本構想の目指す姿】

○　秋田スギの利用が進み、林業や木材産業の経営強化につながること。
○　秋田スギの良さを伝え、木のまちとして、街なかで木のぬくもりを感じられること。
○　産学官の共同研究等の成果により、林業や木材産業の育成につながること。
○　森林の手入れや保全により、水の貯留や浄化などの機能を維持でき、水産資源の持続的な
　利用につながること。

【基本計画の目標指標】

基準値 目標値（H34）
37.9ha 100.0ha

（H28年度）

139.7ha 200.0ha
（H28年度）

指　　　　　標
皆伐後の植栽面積

（H29年度）

指　　　　　標
人工林間伐面積

基準値 目標値（H34）

指　　　　　標
秋田スギＣＬＴの使用件数（５カ年累
計）

基準値 目標値（H34）
0件 5件

基準値 目標値（H34）
35.2％ 50.0％

（H29年度）

－ 50.0％

指　　　　　標
木のぬくもりや木のまちとしての雰囲気
があると思う市民の割合（市民意識調
査）

（H27年）

指　　　　　標
日常的に木製品の使用を心がけている市
民の割合（市民意識調査）

基準値 目標値（H34）

指　　　　　標
木材製品出荷額

基準値 目標値（H34）
9,001百万円 10,000百万円

政策（５） 　山・川・海を生かす林業・木材産業・水産業

22.4 

0.0%

50.0%

100.0%

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

50.0％ 

31.9 
34.7 35.2 

40.4 

20.0%

40.0%

60.0%

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

50.0％ 

0 0 

0件 

5件 

10件 

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

5件 

（H27） 
133.2 

（H28） 
139.7 

（H29） 
134.1 

100ha

150ha

200ha

250ha

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

200.0ha 

（H27） 
18.1 

（H28） 
37.9 

（H29） 
41.7 

0ha

50ha

100ha

150ha

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

100.0ha 

（H25） 
14,013  

（H26） 
13,976  （H27） 

9,001  
（H28） 
8,645  

0百万円 

10,000百万円 

20,000百万円 

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

10,000百万円 
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【実施事業の概要】

①　木材の利用と需要拡大を図る

事業

区分 H30 H31 H32
重点

支援 支援 支援 1.6
（検証）

重点

支援 支援 支援 0.6
（検証）

重点

補助 補助 補助 5.1
（検証） （拡大）

実施 実施 実施 3.9
（検証）

②　木材関連の研究機能を活用する

事業

区分 H30 H31 H32

支援 支援 支援 4.8
（検証）

③　林業の担い手を育成する

事業

区分 H30 H31 H32

支援 支援 （支援） 0.4
（検証）

④　林業生産を効率化する

事業

区分 H30 H31 H32

実施 実施 実施 29.0
（検証）

補助 補助 補助 1.0
（検証）

補助 補助 補助 32.0
（検証）

補助 補助 補助 1.4
（検証）

負担 負担 負担 19.6

実施 実施 実施 39.1

実施 実施 実施 18.4
（検証） （検証） （検証）

林業専用道路整備事業 継続して負担
幹線となる林道を補完する林業専用道の整備
に伴う支障木の伐採や県事業への負担

林道改良事業 38年度に事業終了
予定林道常盤線の排水施設や路面等の改良

林道補修事業 毎年度事業を検証
林道の維持管理・補修

30年度に事業を検
証し、31年度以降
も継続実施

下刈から間伐までの造林保育事業に対する一
部を補助

森林境界明確化事業【変更】 30年度に事業を検
証し、31年度以降
も継続実施

造林事業等を行う森林において、境界杭打ちま
でに係る経費の補助

(当初予算)

森林整備事業【変更】 30年度に事業を検
証し、31年度以降
も継続実施

百万円

市有林の良質材生産と森林の多面的機能を保
全するために間伐等を実施

再造林促進事業【変更】 30年度に事業を検
証し、31年度以降
も継続実施

皆伐後の植栽を条件に皆伐、植栽経費の一部
を補助

民有林整備促進事業【変更】

林業担い手支援事業 30年度に事業を検
証

百万円

本市出身の秋田林業大学校研修生に対する家
賃補助

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容

秋田県木材加工推進機構支援事業【変更】 30年度に事業を検
証し、31年度以降
も継続実施

百万円

木材高度加工研究所と業界の連携を図る秋田
県木材加工推進機構との交流活動等への支援

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)

木のまちづくり推進事業【変更】 31年度から内装・
外装・外堀の区分
別要件を緩和

秋田スギの温もり補助金として、住宅の新築・増
改築等の秋田スギ内外装材使用に対して補助

のしろ木工品市場事業【変更】 30年度に事業を検
証し、31年度以降
も継続実施

能代の木工品を集めた展示販売場所の設置、
出張販売等の実施

地場産材ＰＲ支援事業【変更】 30年度に事業を検
証し、31年度以降
も継続実施

百万円

首都圏等で開催される見本市等への出展への
支援

木製品研究開発支援事業【変更】 30年度に事業を検
証し、31年度以降
も継続実施

木材利用推進のため幅広い分野への製品開発
を支援

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)
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調査 計画策定 （実施） －
（検証）

システム

構築 公表 －
（新規）

実施 実施 （実施） 0.1
（検証） （検証） （検証）

実施 実施 10.4
（新規）

⑤　森林や川を保全する

事業

区分 H30 H31 H32

支援 支援 支援 1.1
（新規） （検証）

実施 実施 実施 23.9
（検証） （検証） （検証）

実施 －
（検証）

⑥　水産業を振興する

事業

区分 H30 H31 H32

実施 実施 （実施） 0.2
（検証） （検証） （検証）

森林経営管理事業【追加】 31年度からの森林
環境譲与税を活用
して実施

経営管理が適切でない私有人工林の経営管理
権取得後、民間事業者への配分又は市で管理

水産業振興事業 毎年度事業を検証 百万円

水産資源活用のための稚魚放流

松くい虫対策市民活動支援事業【終了】 31年度から松くい
虫対策事業に統合個人の庭木等の松くい虫被害木の拠出処理

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)

森林・山村多面的機能発揮対策事業 32年度に事業を検
証

百万円

地域住民等による森林の手入れ等の共同活動
への支援

松くい虫対策事業【変更】 31年度から松くい
虫対策市民活動支
援事業と統合

松林を松くい虫から保護するための伐倒駆除等
及び個人の庭木の被害木の拠出処理等

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)

林地台帳整備事業 30年度にシステム
構築林地台帳システムを構築し、林地台帳・森林の

土地に関する地図を公表

地域森林資源活用モデル支援事業 毎年度事業を検証
林業用運搬車を林業関係団体に貸し出し、森
林の整備や林業の再生に関わる活動を支援

林道施設長寿命化対策事業【変更】 31年度までに策定す
る林道施設に係る個
別施設計画を踏まえ
て実施

市が管理する林道で、４ｍ以上の橋梁及びトン
ネルの点検・診断
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（基本目標４　安心で暮らしやすいまち）

【基本構想の目指す姿】

○　犯罪やトラブルがなく、地域が安全で暮らしやすいこと。
○　災害時に適切な対応がとられ、被害が最小限に抑えられること。
○　安全に通行できる環境があり、交通安全の意識が浸透し、交通事故を防げること。

【基本計画の目標指標】

【実施事業の概要】

①　防災・防犯・交通安全の地域活動を広める

事業

区分 H30 H31 H32

市民 実施 実施 実施 6.4
（検証） （拡大）

市民 実施 実施 実施 0.4
（検証） （検証） （検証）

防災訓練事業 毎年度事業を検証
防災訓練の実施

事業の方向等
H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)

地域防災力向上事業【変更】 31年度から1自治
会1名以上の防災
士を目標に実施

百万円

自主防災組織の組織率向上、活動活性化を図
るための補助と防災講座の開催

3人 3人
（H28年）

事　業　名 実施予定年度

（H28年）

指　　　　　標
能代警察署管内の交通事故死者数

基準値 目標値（H34）

指　　　　　標
能代警察署管内の犯罪件数

基準値 目標値（H34）
257件 200件

基準値 目標値（H34）
5組織 155組織

（H29年度）

83.2％ 90.0％
（H29年度）

指　　　　　標
自主防災組織数
※組織＝自治会・町内会数

（H29年度）

指　　　　　標
消防団員の定員の充足率

基準値 目標値（H34）

指　　　　　標
災害などもしもの場合に普段から備える
ことを心がけている市民の割合（市民意
識調査）

基準値 目標値（H34）
39.9％ 50.0％

政策（１） 　安全な暮らしを守る防災・防犯体制

42.9 40.8 39.9 
35.6 

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

50.0％ 

83.8 82.7 83.2 81.9 

80.0%

90.0%

100.0%

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

90.0％ 

3 5 5 

156 

0組織 

100組織 

200組織 

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

155組織 

（H26） 
314 

（H27） 
281 

（H28） 
257 （H29） 

199 

100件 

200件 

300件 

400件 

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

200件 

（H26） 
4 

（H27） 
4 

（H28） 
3 （H29） 

2 

0人 

2人 

4人 

6人 

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

3人 
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市民 実施 実施 実施 0.4
（検証） （検証） （検証）

市民 実施 実施 実施 1.4

市民 実施 実施 実施 6.6

②　災害に強い消防・防災体制を整える

事業

区分 H30 H31 H32

実施 実施 実施 0.4
（検証）

負担 負担 負担 1,136.3

実施 実施 実施 16.7
（検証）

実施 実施 （実施） 23.0
（検証） （検証） （検証）

実施 －
（終了）

実施 実施 実施 44.3
（検証）

実施 実施 （実施） 0.7
（検証）

計画策定 －

設計等 検討 （改築等） －
見直

ポンプ４台

車２台 検討 （更新） －
見直

検討 （更新） －
見直

③　生活相談がしやすい体制を整える

事業

区分 H30 H31 H32

実施 実施 実施 1.5

実施 実施 実施 4.5

車庫兼休憩所等改築事業【変更】 32年度以降は消防
団再編計画を踏ま
えて検討

消防団の老朽化した消防器具置場及び車庫兼
休憩所の改築等

消防団再編計画事業【追加】 31年度中に消防団
再編計画を策定消防団の組織体制、管轄区域、施設配置等の

見直し

市民生活相談員設置等事業 継続して実施 百万円

市民生活相談員の配置等

消費生活相談事業 継続して実施
消費生活相談員の配置等

消防ポンプ自動車配置事業【変更】 32年度以降は消防
団再編計画を踏ま
えて検討

消防団の老朽化した消防ポンプ自動車の更新

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)

小型動力ポンプ・積載車配置事業【変更】 32年度以降は消防
団再編計画を踏ま
えて検討

消防団の老朽化した小型動力ポンプと積載車
の更新

消防団員活動等事業 32年度に事業を検
証消防団の運営及び消防団員の活動等

消防団員の確保と活動しやすい環境づくり事業 31年度に事業を検
証事業所への協力要請、団員確保推進員の委

嘱、団員募集等の実施

耐震性貯水槽整備事業 30年度で終了し、
以降は調査を行い
検討

震災時における消防水利確保のため、耐震性
貯水槽を整備

防災対策事業 32年度に事業を検
証防災計画等の推進、救援物資及び非常用備蓄

品の備蓄、防災行政無線の管理等

上水道消火栓新設等事業 防火水槽等の消防
水利の状況を含め
検討

消防水利確保のための上水道消火栓の新設・
更新

地域防災計画推進事業 32年度に地域防災
計画を見直し

百万円

地域防災計画に基づく各種マニュアルの整備、
防災ハザードマップの更新

常備消防運営事業（広域負担金） 継続して負担
能代山本広域市町村圏組合に設置している消
防本部の運営、消防設備整備等への負担

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)

防犯活動促進事業 継続して実施
防犯指導員の活動及び防犯協会への支援等

交通安全運動等活動促進事業 継続して実施
交通指導員の活動及び交通安全協会への支援
等

水防訓練事業 毎年度事業を検証
水防訓練の実施
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④　生活上の安全対策を進める

事業

区分 H30 H31 H32

実施 実施 実施 2.5

実施 実施 実施 59.5
（検証） （検証） （検証）

実施 実施 実施 30.0
（検証） （検証） （検証）

⑤　危険箇所の災害を防止する

事業

区分 H30 H31 H32

活動 活動 活動 0.2

負担 負担 （負担） 1.0

調査 （実施） 1.6
がけ地近接等危険住宅移転事業【変更】 31年度に、土砂災

害特別警戒区域内
の対象家屋調査

がけ地崩壊のおそれがある住宅の移転

米代川治水期成同盟会等活動事業 毎年度事業を検証 百万円

米代川治水のための整備等を流域市町村が一
体となって国に働きかける活動

急傾斜地崩壊対策事業（県事業負担金） 継続して負担
県が実施する急傾斜地崩壊対策事業への負担

交通安全施設整備事業 毎年度事業を検証
区画線、道路照明灯、道路反射鏡等の設置と
維持補修

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)

空家対策事業 34年度の空家等対
策計画の見直しで
事業を検証

百万円

適切に管理されていない空き家の調査、応急措
置等

街灯整備事業 毎年度事業を検証
街灯の設置と維持補修

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)
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（基本目標４　安心で暮らしやすいまち）

【基本構想の目指す姿】

○　生活道路や側溝等の生活環境が整っていて、安全で快適に暮らせること。
○　地域住民やボランティア等による除排雪の協力体制が整っていて、冬も安全に生活できる
　こと。
○　路線バス等の交通手段が整っていて、快適に移動できること。

【基本計画の目標指標】

【実施事業の概要】

①　道路整備や排水対策を地域と連携して行う

事業

区分 H30 H31 H32

実施 実施 （実施） 81.6
（検証） （検証） （検証）

実施 実施 （実施） 520.4
（検証） （検証） （検証）

実施 実施 （実施） 61.3
（検証） （検証） （検証）

市民 実施 実施 実施 5.7
（検証） （検証） （検証）

浸水対策事業 毎年度事業を検証
浸水の状態が著しい箇所の補修・清掃等

地域の生活環境整備事業 毎年度事業を検証
市道等の維持補修を自治会・町内会等と協働
で実施

舗装及び側溝等改良事業 毎年度事業を検証 百万円

舗装の新設、道路の拡幅及び側溝等の整備

道路改良事業 毎年度事業を検証
道路の拡幅及び側溝等の整備等

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)

基準値 目標値（H34）
11.0人 14.0人

（H28年度）

42.9％ 50.0％
（H29年度）

指　　　　　標
巡回バスの１便平均利用者数

（H29年度）

指　　　　　標
地域住民やボランティアによる除排雪の
協力体制が整っており、冬も安全に生活
ができると感じる市民の割合（市民意識
調査）

基準値 目標値（H34）

指　　　　　標
道路の整備延長（改良率）

基準値 目標値（H34）
57.5％ 58.0％

政策（２） 　機能的で利用しやすい道路・交通ネットワーク

57.2 57.4 57.5 57.8 

54.0%

56.0%

58.0%

60.0%

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値

58.0％ 

44.4 
48.9 

42.9 

28.1 

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

50.0％ 

（H26） 
9.7 

（H27） 
10.0 

（H28） 
11.0 

（H29） 
11.5 

5人 

10人 

15人 

20人 

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

14.0人 
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②　除排雪を地域と連携して行う

事業

区分 H30 H31 H32

実施 実施 実施 267.6
（拡大） （検証）

更新 （更新） （更新） 22.0

市民 実施 実施 実施 －
（検証）

③　効率的な交通網を確保する

事業

区分 H30 H31 H32

計画策定 試験運行

実施 実施 実施 23.9
（拡大） （拡大） （検証）

実施 実施 実施 80.5
（検証）

管理 管理 管理 0.9
見直 （検証）

④　利便性の高い高速交通ネットワークを確立する

事業

区分 H30 H31 H32

活動 活動 活動 0.8

活動 活動 活動 －
（検証）

道路関係整備促進期成同盟会等活動事業 毎年度事業を検証 百万円

日本海沿岸東北自動車道をはじめ、関係市町
村が国、県等に道路整備を働きかける活動

秋田県奥羽・羽越新幹線整備促進期成同盟会活動事業 32年度に事業を検
証県と県内全市町村が参画し、フル規格新幹線の

整備実現に向けた要望活動を実施

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)

(当初予算)

地域公共交通活性化事業【変更】 31年度に新たな交
通体系における試
験運行の実施

百万円

地域公共交通の利便性向上及びネットワーク構
築・維持のため巡回バスの運行等事業を実施

生活バス路線等維持対策事業 32年度に事業を検
証地域住民の生活に欠かせない路線バスの赤字

路線に対する補助

向能代駅管理事業 33年度予定の高校
再編を見据えて管
理のあり方を検討

能代西高の通学生徒等の安全を確保するた
め、向能代駅の管理を委託

自治会等小規模雪捨て場事業 32年度に事業を検
証空き地等を地域住民用雪捨て場として自治会・

町内会に貸し付けた場合の固定資産税の減免

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容

除排雪対策事業 30年度に除雪管理
システムを導入

百万円

道路の除雪及び防雪柵の設置・撤去等

除雪車更新事業 交付金制度を活用
して実施老朽化した除雪車の更新

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)
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（基本目標４　安心で暮らしやすいまち）

【基本構想の目指す姿】

○　安全な居住空間があり、安心して生活ができること。
○　飲用水の確保や生活排水の処理等により、衛生的で快適な生活環境であること。
○　安らぎのある憩いの場として、公園や広場等を安心して利用できること。

【基本計画の目標指標】

【実施事業の概要】

①　居住環境を整える

事業

区分 H30 H31 H32

実施 実施 実施 0.9
（拡大） （検証）

実施 実施 58.0
（検証）

検討 計画策定 実施 10.7

実施 実施 225.7
（終了）

公営住宅等長寿命化事業 31年度に事業を終
了公営住宅等長寿命化計画に基づき予防保全、

長寿命化改善を実施

住宅リフォーム支援事業 31年度に事業の検
証を行い、方向性
を検討

既存住宅のリフォーム等の費用の一部を補助

市営住宅供給事業【追加】 今後の需要等を踏
まえて、市営住宅
建替等を検討

住宅施策の方向性を示す住生活基本計画の策
定と老朽化が進む市営住宅の建替等

事業の方向等
H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)

耐震改修促進事業 30年度から耐震診
断の支援を拡大

百万円

昭和５６年５月以前建築の木造戸建住宅の耐震
診断及び耐震改修に対する支援

51.0% 基準値以上
（H30年度）

事　業　名 実施予定年度

（H28年度）

指　　　　　標
公園や緑地の景観が維持されていると思
う市民の割合（市民意識調査）

基準値 目標値（H34）

指　　　　　標
汚水処理人口普及率

基準値 目標値（H34）
70.7％ 78.9％

基準値 目標値（H34）
90.7％ 92.0％

（H27年度）

（H27年度）

指　　　　　標
水道普及率

政策（３） 　快適で暮らしやすい住環境

指　　　　　標
住宅耐震化率

基準値 目標値（H34）
66.3％ 75.0％

（H25） 
65.5 

（H27） 
66.3 

60.0%

70.0%

80.0%

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

75.0％ 

（H25） 
88.2 

（H26） 
88.9 

（H27） 
90.7 

（H28） 
90.8 

80.0%

90.0%

100.0%

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

92.0％ 

（H26） 
68.4 

（H27） 
69.3 

（H28） 
70.7 

（H29） 
72.0 

60.0%

70.0%

80.0%

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

78.9％ 

51.0 

0.0%

50.0%

100.0%

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

基準値以上 
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実施 実施 実施 66.9
（検証）

②　水道を効率的に整備する

事業

区分 H30 H31 H32

実施 実施 実施 17.9
（検証）

実施 実施 8.9
（終了）

実施 実施 実施 115.6
（検証）

実施 実施 実施 412.5

計画策定 －
（新規）

③　下水道等を効率的に整備する

事業

区分 H30 H31 H32

管渠整備 管渠整備 管渠整備

等 等 等 857.2
（検証）

実施設計

工事 工事 27.8
（終了）

実施 実施 872.8
（終了）

実施 実施 実施 23.2
（検証）

実施 実施 実施 60.7
（検証）

④　親しまれる公園や河川を整備する

事業

区分 H30 H31 H32

整備 整備 整備 24.3
（検証）

整備 整備 管理 38.4
（終了）

市民 実施 実施 実施 45.8
（検証）

(当初予算)

公園リニューアル事業【変更】 32年度に事業を検
証

百万円

能代公園ほか、主要な公園の魅力向上のため
の環境整備

きみまち阪公園等管理事業 交付金制度を活用
して実施し、31年
度で整備を終了

東屋やテーブル・ベンチの整備、遊歩道の整備
等を実施

事業の方向等
H31事業費

事 業 内 容

事　業　名 実施予定年度

公園維持管理事業 32年度に事業を検
証公園の維持管理

浄化槽設置整備事業（個人設置型） 32年度に事業を検
証公共下水道計画区域内の浄化槽個人設置に対

して助成

浄化槽設置事業（市設置型） 32年度に事業を検
証公共下水道計画区域外、農業集落排水区域外

での浄化槽設置希望者に対して市が設置 (特別会計)

処理場建設改良事業 30～31年度で耐震
工事等を実施終末処理場の再構築及び耐震、県北地区広域

汚泥処理事業への負担 (企業会計)

(当初予算)

公共下水道整備事業 30年度にストック
マネジメント実施
方針を策定し検証

百万円

公共下水道の整備

(企業会計)

ポンプ場建設改良事業 30～31年度で耐震
工事を実施中川原中継ポンプ場の耐震

(企業会計)

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容

水道基本計画策定事業 30年度に計画を策
定水道事業の安定性や持続性を図る計画を策定

(企業会計)

老朽ビニール管更新事業 30年度に策定の水
道基本計画で検証昭和31年から35年に布設されたビニール管の

更新 (企業会計)

北部地区配水管整備事業【変更】 国庫補助を活用し
て実施し、33年度
で終了

須田・竹生・鳥形・栗山・小土地区の上水道整
備 (企業会計)

浄水場整備事業 30年度に策定の水
道基本計画で検証

百万円

浄水場の沈殿池補修、耐震診断、導水ポンプ
の更新等 (企業会計)

配水管等整備事業 断水範囲が50戸以
内となった時点で
事業を終了

上水道の配水管布設等水道施設の整備

(企業会計)

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)

住宅維持管理事業 公営住宅等長寿命
化事業とともに検
証・実施

市営住宅の維持管理
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実施 実施 実施 43.9
（検証）

護岸工事 護岸工事 護岸工事 12.0

公園施設整備事業【追加】 32年度に事業を検
証老朽化が進んでいる公園施設の更新等

檜山川運河改修事業 33年度までに工事
を完了予定準用河川檜山川運河の拡幅整備
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（基本目標４　安心で暮らしやすいまち）

【基本構想の目指す姿】

○　身近な環境や自然、エネルギーに関する理解が深まり、地域ぐるみの環境活動につながる
　こと。
○　環境問題に対して適正に対処し、良好な環境を保全できること。
○　普段の生活からごみの減量化や資源化が進むこと。

【基本計画の目標指標】

【実施事業の概要】

①　環境に対する意識を高め自然環境を保全する

事業

区分 H30 H31 H32

市民 実施 実施 実施 0.5
（検証）

市民 実施 実施 実施 0.6
（検証）

市民 実施 実施 実施 0.2
（検証）

環境のまちづくり推進事業 32年度に事業を検
証資源循環に取り組む市民活動に対する補助、

環境のまちづくりの啓発活動等

環境学習推進事業 32年度に事業を検
証こども環境探偵団及び環境大学講座の開催等

事業の方向等
H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)

環境保全活動事業 32年度に事業を検
証

百万円

小友沼および周辺環境保全など自然環境保全
のための活動を実施

28団体 33団体
（H28年度）

事　業　名 実施予定年度

（H28年度）

指　　　　　標
のしろクリーンパートナー登録団体数

基準値 目標値（H34）

指　　　　　標
リサイクル率（能代市回収分）

基準値 目標値（H34）
8.11％ 8.70％

基準値 目標値（H34）
527g 512g

（H28年度）

92.6％ 92.0％
（H29年度）

指　　　　　標
１人１日当たり家庭系ごみ排出量（リサ
イクルできるものを除く）

政策（４） 　自然と共生し持続できる環境・衛生

指　　　　　標
限りある資源を大切にするため、紙類な
どを資源ごみに分別することを心がけて
いる市民の割合（市民意識調査）

基準値 目標値（H34）

91.6 89.5 
92.6 

85.3 

80.0%

90.0%

100.0%

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

92.0％ 

（H26） 
534 

（H27） 
534 

（H28） 
527 

（H29） 
530 

500g

525g

550g

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

512ｇ 

（H26） 
8.60 

（H27） 
8.35 

（H28） 
8.11 

（H29） 
8.02 

6.00%

8.00%

10.00%

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

8.70％ 

（H26） 
26 

（H27） 
27 

（H28） 
28 

（H29） 
29 

25団体 

30団体 

35団体 

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

33団体 
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②　ごみの減量化や資源化を進める

事業

区分 H30 H31 H32

市民 実施 実施 実施 1.9
（検証）

③　環境調査や環境対策を適正に行う

事業

区分 H30 H31 H32

実施 実施 実施 5.1
（検証）

実施 実施 実施 0.8
（検証）

④　廃棄物を適正に処理する

事業

区分 H30 H31 H32

実施 実施 実施 190.7
（拡大）

負担 負担 負担 706.4

実施 設計 建替 29.7
（検証）

堰堤工事 堰堤工事 堰堤工事

管理 管理 管理 47.3

⑤　生活上の衛生環境を整える

事業

区分 H30 H31 H32

実施 実施 実施 44.5

実施 実施 実施 0.7

実施 実施 実施 －

狂犬病予防事業 継続して実施
犬の登録及び狂犬病予防接種

害虫駆除等事業 継続して実施
ハチ駆除用防護服の貸与等

斎場施設管理事業 継続して実施 百万円

市斎場の管理、藤里町斎場利用に対する負担

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)

リサイクルセンター管理事業【変更】 個別施設計画を踏
まえて、32年度に
事務所建替

リサイクルセンターの管理、容器包装プラスチッ
ク分別保管等

日影沢最終処分場管理事業 32年度で堰堤工事
を終了予定日影沢最終処分場の管理、埋立残容量確保の

堰堤築造工事等

ごみ収集運搬事業 30年度から水銀使
用廃製品の分別収
集を開始

百万円

ごみの収集と運搬

ごみ・し尿処理事業（広域負担金） 継続して負担
能代山本広域市町村圏組合等で実施するごみ
処理及びし尿処理への負担

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)

一般環境調査事業 32年度に事業を検
証

百万円

地域環境の実態把握のための水質調査及び土
壌調査等

産業廃棄物最終処分場関連環境調査事業 32年度に事業を検
証旧能代産業廃棄物処理センターの周辺環境を

把握するための水質調査

モア・リサイクルプラン推進事業 32年度に事業を検
証

百万円

廃棄物減量等推進員の活動支援、資源回収団
体への支援、ごみ減量化の啓発活動等

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)
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（基本目標４　安心で暮らしやすいまち）

【基本構想の目指す姿】

○　それぞれの地域が持つ資源や特性が活かされ、この地域に合った良好な都市形成が進むこ
　と。
○　中心市街地の定住促進や交流人口の増加により、人が集まり活気があること。

【基本計画の目標指標】

【実施事業の概要】

①　地域の特性を活かした土地利活用を進める

事業

区分 H30 H31 H32
国土利用 農業振興地域

推進 計画策定 整備計画策定 0.7

実施 実施 実施 5.7
見直 （縮小）

②　市街地の効果的な土地利活用を進める

事業

区分 H30 H31 H32
重点 計画策定
市民 推進 推進 推進 10.8

（検証）

実施 実施 実施 10.3
（検証）

市民 実施 実施 実施 1.6
（検証）

中心市街地活性化推進事業 30年度に第２期中
心市街地活性化計
画を策定し推進

百万円

中心市街地活性化計画に基づき、事業を推進

北高跡地活用調査等事業【変更】 事業の実施とあわ
せて、具体的な利
活用案を検討

北高跡地の利活用について調査事業の実施等

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)

地籍調査事業【変更】 32年度以降は、成
果の訂正のみ実施二ツ井地域の地籍調査及び能代地域の地籍調

査訂正

（H28年度）

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)

指　　　　　標
中心市街地区域内の居住人口

基準値 目標値（H34）
12,066人 12,000人

基準値 目標値（H34）
3,579人 4,000人

（H28年度）

20.8％ 20.5％
（H29年度）

指　　　　　標
中心市街地の歩行者・自転車の通行量

政策（５） 　調和のとれた有効な土地利活用

指　　　　　標
中心市街地活性化重点区域の空き店舗率

基準値 目標値（H34）

市民プラザ事業 第２期中心市街地
活性化計画と連携
し事業を実施

中心市街地の交流拠点となる市民プラザの運
営管理

土地利用関係計画推進事業 31年度に国土利用計
画、32年度に農業振
興整備計画を策定予
定

百万円

国土利用計画、都市計画マスタープラン、農業
振興地域整備計画に基づく各種事業の推進

23.9 

20.8 20.8 
22.1 

20.0%

22.0%

24.0%

26.0%

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

20.5％ 

（H26） 
3,936 

（H27） 
3,967 

（H28） 
3,579 

（H29） 
3,594 

3,000人 

4,000人 

5,000人 

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

4,000人 

（H26） 
12,416 

（H27） 
12,289 

（H28） 
12,066 

（H29） 
11,824 

0人 

10,000人 

20,000人 

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

12,000人 
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（基本目標４　安心で暮らしやすいまち）

【基本構想の目指す姿】

○　職員の能力が高まり、効率的な事務処理や良質なサービスにより、行政の信頼度が高いこ
　と。
○　適正な受益と負担のもとで、収支のバランスが保たれ、将来にわたって行財政運営を持続
　できること。
○　国・県や大学、民間企業、関係団体、他地域との連携や協力により、地域の課題が解決で
　きること。
○　行政情報が分かりやすく伝わり、市民と行政が地域の課題や財政状況等を共有できること。

【基本計画の目標指標】

【実施事業の概要】

①　効果的で適切な住民サービスを行う

事業

区分 H30 H31 H32

窓口設置 窓口設置 窓口設置 29.3
（検証） （検証） （検証）

窓口設置 窓口設置 窓口設置 3.9
（検証） （検証） （検証）

保守管理 保守管理 保守管理 140.9
（検証） （検証） （検証）

保守管理 保守管理 保守管理 12.3
（検証） （検証） （検証）

戸籍・住民異動届のほか、国保・年金等の申請
受付、税証明発行等を行う総合窓口の設置

情報化推進事業

毎年度事業を検証

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容

28.7万㎡

住民情報システム運用・保守、庁内ネットワーク
やパソコン管理

社会保障・税番号制度システム運用事業
社会保障、税番号制度に対応するシステム改修
や安全管理措置

毎年度事業を検証

47.1％ 60.0％
（H29年度）

指　　　　　標
公共施設の延床面積

(当初予算)

指　　　　　標
市の財政状況などについて情報提供が行
われていると思う市民の割合（市民意識
調査）

基準値 目標値（H34）
45.0％ 50.0％

基準値 目標値（H34）
27.3万㎡

百万円

（H26年度）

毎年度事業を検証

市中心部にあるイオン能代店３階に休日・夜間
も利用できる市民窓口を設置

市民サービスセンター設置事業

政策（６） 　住民サービスに資する効率的な行財政基盤

指　　　　　標
市職員は日頃仕事をよくやっていると思
う市民の割合（市民意識調査）

基準値 目標値（H34）

市民総合窓口設置事業 毎年度事業を検証

（H29年度）

41.9 38.0 

47.1 47.0 

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

60.0％ 

（H26） 
28.7 

（H27） 
28.7 

26万㎡ 

28万㎡ 

30万㎡ 

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

27.3万㎡ 

43.3 
36.1 

45.0 45.3 

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34

目標値 

50.0％ 
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②　情報の共有ができる体制を整える

事業

区分 H30 H31 H32

実施 実施 実施 1.9
（検証）

実施 実施 実施 0.3
（検証） （検証） （検証）

実施 実施 実施 28.9
（検証） （検証） （検証）

実施 実施 （実施） 1.5
（検証） （検証） （検証）

実施 実施 実施 －
（検証） （検証） （検証）

戦略策定

推進 推進 推進 1.0

③　効率的で適切な行財政運営を行う

事業

区分 H30 H31 H32

推進 推進 推進 0.5

計画策定 計画策定 計画策定 1.6

④　税収や新たな財源を確保する

事業

区分 H30 H31 H32

実施 実施 実施 14.4
（検証） （検証） （検証）

実施 実施 （実施） 1.3
見直 （検証） （検証）

実施 実施 実施 32.5
（拡大） （検証）

公共施設マネジメント事業 32年度までに個別
施設計画を策定公共施設等総合管理計画で定めた基本方針に

基づく個別施設計画の策定及び計画の推進

実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容

市税徴収事業 毎年度事業を検証

「市長への手紙」「市民意識調査」「市民の皆さ
んとミーティング」等の実施

広報発行事業

31年度に新たな総
合戦略を策定

百万円

市広報誌「広報のしろ」の発行

事　業　名

人口減少対策を推進するための次期総合戦略
の策定

事 業 内 容 (当初予算)

毎年度事業を検証

ふるさと納税推進事業【変更】 31年度から寄付受
付ポータルサイト
を拡大

能代の魅力の情報発信、寄附メニューの検討、
特産品等の贈呈等

百万円

市のホームページの管理運営

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

百万円

事　業　名

32年度までに補助
金等の見直しを検
討

行財政改革大綱の推進

督励活動等を行う納税貯蓄組合への事務的補
助による支援

(当初予算)

行財政改革推進事業 第２次行財政改革
大綱に基づき実施

総合戦略策定事業【追加】

市税徴収のための体制整備と滞納整理等

納税組合支援事業

総合計画推進事業 実施計画の策定と
合わせて、31年度
に検証・見直し

事 業 内 容 (当初予算)

ホームページ運営事業 毎年度事業を検証

実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

わかりやすい予算書発行事業 毎年度事業を検証
市の予算の概要を市広報誌別冊として発行し、
わかりやすく紹介

百万円

目標指標による政策評価を実施して計画の事
業展開等に反映

広聴事業 毎年度事業を検証
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⑤　国・県との連携や広域的連携を強化する

事業

区分 H30 H31 H32

活動 活動 活動 －
（検証） （検証） （検証）

推進 推進 推進 0.2
（検証） （検証） （検証）

負担 負担 負担 35.1

⑥　高等教育機関等との交流・連携を進める

事業

区分 H30 H31 H32

実施 実施 実施 0.9
（新規） （検証）

（活用） （活用） （活用） －
（新規） （検証）

実施 実施 （実施） －
（検証） （検証） （検証）

⑦　政策課題に対応できる人材を確保する

事業

区分 H30 H31 H32

実施 実施 実施 4.5
（検証） （検証） （検証）

実施 実施 実施 6.5
（検証） （検証） （検証）

職員研修事業 毎年度事業を検証 百万円

地域おこし研究員活用事業 地域おこし協力隊
事業を活用して実
施

慶應義塾大学ＳＦＣ研究所との連携協力による
大学院生の実践的な研究活動

実施予定年度

毎年度事業を検証

事　業　名
(当初予算)

事　業　名

国・県要望活動等事業

H31事業費

事 業 内 容

実施予定年度
事業の方向等

百万円

職員衛生管理事業 毎年度事業を検証
職員の健康管理のための検診、メンタルヘルス
のための面接相談等の実施

林業木材産業振興研究事業 毎年度事業を検証
木材高度加工研究所等と連携した「能代市林業
木材産業振興検討委員会」での研究活動等

事　業　名 実施予定年度
事業の方向等

H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)

国・県との協働や市単独で対応困難な施策の
実現に向けた要望活動等

定住自立圏構想推進事業 毎年度取組状況を
検証し推進

総合計画推進研究等事業【変更】 次期実施計画の策
定にあわせ、31年
度に検証

百万円

大学等との連携協力により、学生による活動を
含めた施策推進の取組を実施

政策形成能力や専門知識等習得のための職員
研修を実施

事業の方向等
H31事業費

事 業 内 容 (当初予算)

能代山本広域市町村圏組合運営事業（広域負担金） 継続して負担
能代山本広域市町村圏組合の運営への負担金

能代山本定住自立圏で連携する事業を山本郡
３町とともに検討
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